
　8月7日、町立図書館主催で夏のおたのしみ会がお

こなわれ、大勢の親子連れが参加。紙芝居や紙コッ

プを使った工作などを楽しみました。 

　一方、ゆうホールでは、夏休みを楽しく過ごす多

彩な教室が連日大人気。低学年工作教室では、3年生

までの小学生が熱心に木工を楽しみました。 

楽しい夏のひととき 

この広報紙は、古紙配合率100％再生紙と環境にやさしい植物性大豆油インキを使用しています 

博物館見学ツアーなど 
みんなの広場 

専門職のアルバイト登録の募集など 

衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判官国民審査 
9月11日は投票日です 
できることから防災対策 
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
10
年
 

　
平
成
7
年
１
月
17 
日
午
前
5
時
46
分
、
阪
神
・

淡
路
地
域
を
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
・
3
、
最
大
震

度
7
の
大
地
震
が
襲
い
、
同
地
域
は
壊
滅
的
な
打

撃
を
受
け
ま
し
た
。
 

　
6
，
4
0
0
人
を
上
回
る
死
者
・
行
方
不
明
者

を
数
え
た
戦
後
最
大
級
の
大
地
震
が
発
生
し
て
か

ら
10 
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
 

　
昨
年
の
10 
月
に
は
、
同
様
の
内
陸
直
下
型
地
震

で
あ
る
新
潟
県
中
越
地
震
が
、
先
月
に
は
、
宮
城

県
南
部
で
震
度
6
を
超
え
る
地
震
が
発
生
し
た
ば

か
り
で
す
。
 

　
地
震
列
島
・
日
本
に
住
む
私
た
ち
は
、
「
１
・

17 
」
の
教
訓
を
片
時
も
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
 

  　
東
海
沖
か
ら
四
国
沖
に
か
け
て
の
領
域
を
震
源

と
す
る
東
南
海
・
南
海
地
震
は
、
今
世
紀
前
半
に

も
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
2
0
3
0
年
ま
で

の
発
生
確
率
は
、
東
南
海
が
50
㌫
、
南
海
が
40
㌫

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
二
つ
の
地
震
は
、
近
い
将
来
の
発
生
が
確

実
視
さ
れ
て
い
る
東
海
地
震
と
同
様
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
8
ク
ラ
ス
の
巨
大
地
震
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
お
り
、
相
当
な
被
害
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
 

　
ま
た
、
そ
れ
以
前
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
ク
ラ

ス
の
直
下
型
地
震
が
数
多
く
起
こ
る
と
い
わ
れ
て

お
り
、
地
震
か
ら
命
を
守
る
た
め
、
日
ご
ろ
か
ら

の
備
え
が
必
要
で
す
。
 

  ▽
屋
内
で
地
震
に
遭
遇
し
た
と
き
は
 

・
テ
ー
ブ
ル
の
下
に
入
り
、
身
を
守
る
。
座
布
団

　
や
バ
ッ
グ
で
頭
を
保
護
 

・
火
の
始
末
や
コ
ン
セ
ン
ト
、
ガ
ス
の
元
栓
の
処

　
置
 

・
扉
や
窓
を
開
け
、
脱
出
口
を
確
保
 

・
ス
リ
ッ
パ
や
靴
な
ど
を
確
保
 

・
タ
ン
ス
や
ロ
ッ
カ
ー
な
ど
の
転
倒
に
注
意
 

・
脱
出
の
際
は
、
落
下
物
に
注
意
し
、
エ
レ
ベ
ー

　
タ
ー
は
使
わ
な
い
。
 

・
火
災
が
発
生
し
た
と
き
は
、
ハ
ン
カ
チ
で
鼻
と

　
口
を
お
お
い
、
煙
が
流
れ
る
方
へ
逃
げ
る
。
 

・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
す
み
や
か
に
降
り
、
周
囲
の

　
状
況
を
確
か
め
て
か
ら
階
段
で
逃
げ
る
。
閉
じ

　
込
め
ら
れ
た
場
合
は
、
非
常
用
ボ
タ
ン
を
押
す
。
 

・
人
の
多
く
い
る
場
所
で
は
、
冷
静
に
係
員
な
ど

　
の
指
示
に
従
う
。
 

  　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
震
度
7
を
記
録
し
た
地

域
で
は
、
全
体
の
約
6
割
の
家
で
家
具
が
転
倒
し
、

部
屋
全
体
に
散
乱
し
た
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま

す
。
 

　
建
物
が
無
事
で
も
、
転
倒
し
た
家
具
の
下
敷
き

に
な
っ
て
け
が
を
し
た
り
、
室
内
が
散
乱
状
態
の

た
め
に
火
災
か
ら
逃
げ
遅
れ
た
り
し
て
し
ま
う
な

ど
、
居
住
者
の
被
害
も
大
き
く
な
る
の
で
す
。
 

　
無
事
に
避
難
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
室
内
に
安

全
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と
が
第
一
で
す
。
そ

の
た
め
に
も
、
下
の
図
の
よ
う
に
、
金
具
や
突
っ

張
り
器
具
な
ど
で
家
具
を
固
定
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
 

　
大
正
12
年
9
月
1
日
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
の
災
害
を
忘
れ
ず
、
教
訓
と
す
る
た
め
、

毎
年
9
月
1
日
は
「
防
災
の
日
」
、
8
月
30
日
か
ら
9
月
5
日
ま
で
は
「
防
災
週
間
」
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
災
害
が
発
生
し
た
と
き
は
、
事
前
に
防
災
対
策
を
お
こ
な
っ
て
い
れ
ば
、
被
害
は
確
実
に

軽
減
し
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
あ
わ
て
な
い
よ
う
に
、
そ
し
て
み
ん
な
の
命
を
守
る
た

め
、
ま
ず
で
き
る
こ
と
か
ら
防
災
対
策
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。
 

地
震
に
備
え
て
い
ま
す
か
？
 

確
実
視
さ
れ
る
大
型
地
震
 

身
に
つ
け
よ
う
地
震
対
策
 

家
の
内
外
の
安
全
対
策
 

食器棚 
　重いものは下に収納。扉
には、止め金具をつけ、上
部の両サイドをＬ字金具で
止める。横木をつけて中の
食器が飛び出すのを防ぐ。 

照明器具 
　1本のコードでつるすタイプ
のものは、鎖と金具で数か所止
める。つりひもは、短くする。
可能なら、天井に直付けするシ
ーリングタイプに取り換える。 

テレビ 
　低い位置に置き、上
にものを置かない。テ
レビ背面の取っ手を利
用し、ロープなどで壁
や柱に固定する。 

家の周囲 
　かわらやアンテナ
を補強。ベランダは
整理し、落下のおそ
れのある所に植木鉢
などを置かない。 
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避
難
の
ポ
イ
ン
ト
 

   ▽
観
測
史
上
最
多
、
10 
個
の
台
風
上
陸
 

　
昨
年
は
観
測
史
上
最
多
の
10 
個
も
の
台
風
が
上

陸
し
、
各
地
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
 

特
に
、
台
風
23
号
で
は
、
近
畿
地
方
を
中
心
に
豪

雨
に
よ
り
広
い
範
囲
が
浸
水
し
、
死
者
・
行
方
不

明
者
が
98
人
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
 

▽
集
中
豪
雨
に
対
す
る
油
断
が
被
害
を
拡
大
 

　
昨
年
は
集
中
豪
雨
に
よ
る
被
害
も
深
刻
で
し
た
。

7
月
に
新
潟
県
、
福
島
お
よ
び
福
井
で
集
中
豪
雨

が
発
生
し
、
20
人
の
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
高
齢
者
が
自
力
で
避
難
で
き
ず
、
自
宅
で
水
死

す
る
な
ど
、
情
報
伝
達
の
遅
れ
や
避
難
の
遅
れ
に

よ
り
被
害
が
拡
大
し
ま
し
た
。
 

▽
世
界
各
地
で
異
常
気
象
に
よ
る
洪
水
が
発
生
 

　
こ
こ
数
年
、
世
界
各
地
で
熱
波
や
干
ば
つ
、
大

洪
水
な
ど
の
異
常
気
象
が
観
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

 
平
成
14 
年
夏
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
、
数
百

年
に
一
度
と
い
う
大
規
模
な
洪
水
が
発
生
。
チ
ェ

コ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
の
4

か
国
で
70
人
以
上
が
死
亡
、
40
万
人
以
上
が
避
難

し
ま
し
た
。
 

 
世
界
的
な
異
常
気
象
の
背
景
に
は
、
地
球
温
暖

化
や
自
然
破
壊
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

  　
台
風
に
は
、
大
雨
や
洪
水
災
害
が
伴
い
ま
す
の

で
、
水
害
に
対
し
て
も
警
戒
が
必
要
で
す
。
 

　
宇
治
川
、
木
津
川
の
堤
防
が
決
壊
す
る
お
そ
れ

の
あ
る
時
は
、
町
が
事
前
に
避
難
勧
告
や
避
難
指

示
を
発
令
し
ま
す
の
で
、
次
の
ポ
イ
ン
ト
を
心
掛

け
て
く
だ
さ
い
。
 

【
町
か
ら
の
情
報
】
 

・
サ
イ
レ
ン
（
避
難
信
号
）
に
よ
る
伝
達
 

　
「
１
分
〜
（
5
秒
休
）
〜
１
分
〜
（
5
秒
休
）

　
〜
１
分
…
」
 

・
町
の
広
報
車
に
よ
り
関
係
地
域
を
巡
回
し
て
伝

　
達
 

・
町
か
ら
自
治
会
長
（
自
主
防
災
会
長
）
等
に
電

　
話
ま
た
は
訪
問
に
よ
り
伝
達
の
う
え
、
「
災
害

　
等
非
常
時
に
お
け
る
連
絡
体
制
」
に
よ
っ
て
、

　
各
自
治
会
員
へ
伝
達
 

【
避
難
時
の
心
得
】
 

・
災
害
情
報
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

・
で
き
る
だ
け
軽
装
で
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
 

・
隣
近
所
で
声
を
掛
け
、
集
団
で
避
難
し
て
く
だ

　
さ
い
。
 

・
第
二
京
阪
道
路
な
ど
有
料
道
路
は
、
気
象
情
報

　
に
よ
り
通
行
規
制
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

 

風
水
害
に
備
え
て
い
ま
す
か
？
 

　当面の生活に必要なものを準備し、
避難時に両手が使えるようにリュ
ックに入れておきましょう。 
　いざという時に、すぐ持ち出せ
るよう、目立ちやすく持ち出しや
すい場所に置き、使用期限などを
定期的に点検することが大切です。 

非常食 
調理せずに食べ
られるものを用意。
賞味期限がある
ので、定期的に
交換しましょう。 

携帯ラジオ 
ＦＭとＡＭの両
方が聞けるもの
が便利です。予
備の電池も忘れ
ずに。 

飲料水 
ペットボトル入
りは、持ち運び
に便利です。 

ヘルメット 
（防災ずきん） 
飛来物や落下物、
転倒事故から頭
部を守ります。 

懐中電灯 
停電時や夜間の
避難にはかかせ
ません。 

その他 
現金（小銭も用
意）、オイルラ
イター、身分証
明書のコピー、
軍手、衣類など。 

救急薬品 
消毒薬やばんそ
うこうなど。常
備薬がある場合は、
それも用意しま
しょう。 

非常持出品を準備しましょう 

　
災
害
時
の
避
難
場
所
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
「
対
象
自
治
会
名
」
は
、
お
お
よ
そ
の
目
安

で
す
の
で
、
状
況
に
よ
り
最
寄
り
の
避
難
場
所
を

選
ん
で
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
自
治
会
に
よ
っ
て
は
、
一
時
避
難
場
所
が
決
め

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
 

　
最
近
は
、
隣
近
所
と
の
交
流
が
希
薄
に
な
る
傾

向
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
い
ざ
と
い
う
と
き
威

力
を
発
揮
す
る
の
は
、
隣
近
所
の
助
け
合
い
で
す
。

大
規
模
災
害
時
は
警
察
や
消
防
の
手
が
届
か
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

　
そ
こ
で
、
自
主
防
災
会
の
組
織
化
や
普
段
か
ら

の
交
流
と
会
話
に
よ
っ
て
お
互
い
を
知
り
合
う
こ

と
が
大
切
で
す
。
 

　
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
、
幼
い
子
ど
も

の
い
る
家
庭
な
ど
に
は
、
近
所
の
人
た
ち
も
気
を

配
り
、
地
域
の
人
た
ち
と
協
力
し
あ
っ
て
避
難
し

ま
し
ょ
う
。
 

避
難
場
所
を
覚
え
ま
し
ょ
う
 

▼災害時の避難場所 

避難場所 対象自治会名 

御牧小学校  

久御山中学校 

中島、西一口、東一口、相島、森 

北川顔、藤和田、近協パレス、坊 

之池、野村、村東 

島田、東島田、田井、荒見、下津 

屋 

佐山、新開地、松陽台、サンタウ 

ン佐山、佐山サンハイツ、佐古、 

下津屋団地、下津屋サンハイツ 

津田電社宅、西武西林、市田、鈴 

間、久御山団地、東佐山団地、双 

栗 

籾池、清水、林、ミサワ林、栄１・ 

２丁目、栄３・４丁目、ハイツ西 

宇治 

大橋辺 

 

中央公民館  

佐山小学校  

久御山高校  

東角小学校  

京都競馬場  

▼大災害時の緊急避難場所 

避難場所 対象地域 

京都競馬場（伏見区） 

陸上自衛隊大久保駐屯地（宇治市） 

おおむね国道１号以西地区 

おおむね国道１号以東地区 

 

できることから防災対策 
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今
回
、
久
御
山
町
で
投
票
で
き
る
人
は
、
日
本

国
民
で
昭
和
60
年
9
月
12 
日
以
前
に
生
ま
れ
、
久

御
山
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で

す
。
 

　
最
近
、
住
所
を
移
転
さ
れ
た
人
は
、
届
け
出
の

日
に
よ
っ
て
投
票
の
場
所
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、

上
の
表
を
参
照
の
う
え
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

    　
小
選
挙
区
選
挙
は
一
つ
の
選
挙
区
か
ら
一
人
の

議
員
を
、
比
例
代
表
選
挙
は
全
国
11 
ブ
ロ
ッ
ク
ご

と
に
各
政
党
の
得
票
数
に
応
じ
て
議
員
を
選
出
し

ま
す
。
 

　
投
票
の
際
、
小
選
挙
区
選
挙
は
、
投
票
用
紙
に

「
候
補
者
」
の
氏
名
を
、
比
例
代
表
選
挙
は
「
名

簿
届
出
政
党
等
」
の
名
称
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
投
票
日
に
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
投
票
で
き

な
い
人
は
、
期
日
前
投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

　
期
日
前
投
票
は
、
手
続
き
が
簡

単
で
、
投
票
日
の
当
日
と
同

じ
よ
う
に
投
票
用
紙
を
直

接
投
票
箱
に
入
れ
て

投
票
で
き
ま
す
。
 

　
期
日
前
投
票
が

で
き
る
期
間
は
、

投
票
日
前
日
の
9

月
10 
日
g
ま
で
で
す
。

た
だ
し
、
最
高
裁

判
所
裁
判
官
の
国
民
審
査

の
投
票
は
、
9
月
4
日
a
か
ら
に
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

 
投
票
場
所
は
、
役
場
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
の
期
日

前
投
票
所
で
、
土
・
日
曜
も
投
票
で
き
ま
す
。
 

      　
投
票
時
間
は
、
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
8
時

ま
で
で
す
。
 

 
投
票
所
入
場
券
を
ご
持
参
の
う
え
、
お
越
し
く

だ
さ
い
。
 

　
京
都
府
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た
病
院
や

老
人
ホ
ー
ム
等
に
入
院
（
入
所
）
さ
れ
て
い
る
人

は
、
そ
の
病
院
等
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
の

で
、
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
等
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
 

　
ま
た
、
遠
方
に
滞
在
し
て
い
る
た
め
投
票
日
だ

け
で
な
く
期
日
前
投
票
期
間
も
投
票
で
き
な
い
人

は
、
滞
在
先
の
市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
で

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
 

　
身
体
障
害
者
手
帳
や
戦
傷
病
者
手
帳
、
介
護
保

険
被
保
険
者
証
を
お
持
ち
の
人
で
、
条
件
を
満
た

し
て
い
る
場
合
、
自
宅
等
で
投
票
用
紙
に
記
載
し

て
郵
送
す
る
、
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。
 

　
詳
し
く
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

▽
問
い
合
わ
せ
 

町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
広
報
行
政
課
内
）
 

  

9
月
11 
日
は
投
票
日
で
す
 衆
議
院
議
員
総
選
挙
 

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
 

転
入
・
転
出
等
の
届
出
 

届出の別 

他市町村から久御山 

町へ転入された人 

届　出　日 投票の場所 

5月29日以前 久御山町で投票 

久御山町から他市町 

村へ転出された人 

5月30日以後 前住所地で投票 

5月29日以前に新 

住所地へ転入届 
新住所地で投票 

8月16日以前 新住所地の投票所で投票 

5月30日以後に新 

住所地へ転入届 
久御山町で投票 

久御山町内で転居さ 

れた人（注） 

（注）投票所入場券に記載されている投票所名を確認して投票所へお越しください。 

8月17日以後 前住所地の投票所で投票 

久
御
山
町
で
投
票
で
き
る
人
は
 

不
在
者
投
票
と
は
 

小
選
挙
区
は
候
補
者
名
を
 

比
例
代
表
は
政
党
名
を
 

投
票
日
当
日
に
投
票
で
き
な
い
 

人
は
期
日
前
投
票
を
 

 

私
た
ち
の
代
表
を
決
め
る
大
切
な
選
挙
で
す
。
 

あ
な
た
の
貴
重
な
一
票
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
に
、
 

必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。
 

投

票は
午後8時まで
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ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
 

 
 
全
国
い
っ
せ
い
に
国
勢
調
査
を
実
施
 

　
国
勢
調
査
は
、
国
内
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
を
対
象
と
し
て
お
こ
な

う
も
の
で
、
行
政
な
ど
の
基
礎
資
料
と
な
る
人
口
・
世
帯
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
国
の
最
も
基
本
的
な
統
計
調
査
で
す
。
 

　
調
査
は
5
年
ご
と
に
お
こ
な
わ
れ
、
今
回
が
18
回
目
の
調
査
に
な
り
ま
す
。
 

国
勢
調
査
と
は
 

　
こ
の
よ
う
な
内
容
で
す
 

9
月
下
旬
か
ら
 

　
調
査
に
お
伺
い
し
ま
す
 

▽
対
象
と
な
る
人
は
 

　
住
民
登
録
・
外
国
人
登
録
を
さ
れ
て
い
る
か
、

い
な
い
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
17 
年
10 
月
１
日

現
在
、
久
御
山
町
に
住
ん
で
い
る
人
が
対
象
と
な

り
ま
す
。
国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
。
 

▽
調
査
期
日
は
10 
月
1
日
 

　
平
成
17 
年
10 
月
１
日
午
前
0
時
現
在
で
す
。
 

　
出
張
や
旅
行
な
ど
で
9
月
23
日
-
か
ら
10 
月
10 

日
-
ま
で
の
間
に
長
期
間
、
留
守
に
さ
れ
る
場
合

は
、
前
も
っ
て
、
広
報
行
政
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
 

▽
調
査
項
目
は
17 
項
目
 

　
世
帯
員
に
関
す
る
12 
項
目
と
世
帯
に
関
す
る
5

項
目
の
合
計
17 
項
目
に
つ
い
て
、
調
査
し
ま
す
。
 

　
世
帯
員
に
関
す
る
項
目
は
、
氏
名
・
男
女
の
別
・

出
生
の
年
月
・
世
帯
主
と
の
続
柄
な
ど
で
す
。
 

　
世
帯
に
関
す
る
項
目
は
、
世
帯
の
種
類
・
世
帯

員
の
数
・
住
居
の
種
類
な
ど
で
す
。
 

▽
調
査
結
果
は
各
方
面
で
利
用
 

〈
法
律
な
ど
に
基
づ
く
利
用
〉
 

　
議
員
定
数
の
決
定
、
市
や
政
令
指
定
都
市
の
設

置
、
地
方
交
付
税
の
算
定
、
都
市
計
画
の
策
定
な

ど
は
、
法
律
に
よ
り
国
勢
調
査
の
結
果
を
使
う
よ

う
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

〈
行
政
施
策
な
ど
へ
の
利
用
〉
 

【
少
子
高
齢
化
社
会
に
対
す
る
政
策
】
 

　
介
護
の
充
実
や
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て

る
環
境
の
整
備
な
ど
、
豊
か
な
福
祉
社
会
実
現
に

向
け
て
の
諸
施
策
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
国

勢
調
査
は
、
高
齢
者
や
子
ど
も
の
い
る
世
帯
な
ど

に
つ
い
て
の
統
計
を
、
地
域
別
に
提
供
し
て
い
ま

す
。
 

【
防
災
対
策
の
た
め
に
】
 

　
住
民
の
安
全
を
守
り
、
災
害
の
規
模
を
最
小
限

に
く
い
止
め
る
有
効
な
防
災
対
策
を
立
て
る
た
め

に
、
国
勢
調
査
か
ら
得
ら
れ
る
人
口
の
地
域
分
布

や
人
口
密
度
、
昼
間
人
口
、
住
宅
の
建
て
方
や
階

数
な
ど
の
デ
ー
タ
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で

す
。
 

【
人
口
の
将
来
推
計
】
 

　
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
施
策
に
必
要
な
将
来
の
人
口

や
世
帯
数
の
予
測
は
、
い
ず
れ
も
国
勢
調
査
の
結

果
の
も
と
に
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

▽
結
果
は
12 
月
か
ら
公
表
 

 
人
口
お
よ
び
世
帯
数
の
速
報
結
果
が
、
平
成
17 

年
12 
月
に
公
表
さ
れ
ま
す
。
詳
し
い
結
果
は
、
平

成
18 
年
6
月
か
ら
順
次
公
表
さ
れ
ま
す
。
 

 　
国
勢
調
査
の
結
果
は
、
総
務
省
統
計
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.stat.go.jp/

）
に
掲
載

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
町
で
も
、
調
査
結
果
を
広
報

く
み
や
ま
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
予
定

で
す
。
 

   　
み
な
さ
ん
の
お
住
ま
い
の
地
域
を
担
当
す
る
調

査
員
が
、
9
月
下
旬
か
ら
調
査
票
な
ど
の
配
布
と

回
収
に
伺
い
ま
す
。
 

配
布
時
期
／
9
月
下
旬
〜
9
月
30
日
f

回
収
時
期
／
10 
月
１
日
g
〜
10 
日
-
 

　
ご
不
在
等
で
直
接
お
会
い
で
き
な
い
場
合
は
、

調
査
員
が
連
絡
メ
モ
を
添
え
て
、
調
査
票
な
ど
を

ポ
ス
ト
に
投
か
ん
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
 

　
調
査
票
の
配
布
時
に
調
査
員
が
約
束
し
た
指
定

日
に
、
回
収
に
伺
い
ま
す
の
で
、
調
査
票
を
お
渡

し
く
だ
さ
い
 

▽
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、
封
筒
を
配
布
し

　
ま
す
 

　
調
査
票
の
内
容
を
調
査
員
に
見
ら
れ
た
く
な
い

と
い
う
人
の
た
め
に
、
封
入
提
出
が
で
き
る
封
筒

を
配
布
し
ま
す
。
 

　
調
査
員
は
封
入
さ
れ
た
調
査
票
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
封
入
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
、
み
な

さ
ん
の
判
断
に
任
せ
ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
希
望
に

応
じ
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
 

▽
ご
不
在
が
ち
の
人
に
は
郵
送
提
出
が
で
き
る
封

　
筒
を
配
布
し
ま
す
 

　
仕
事
な
ど
で
日
中
ご
不
在
が
ち
の
人
は
、
役
場

に
直
接
郵
送
で
き
る
封
筒
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

担
当
の
調
査
員
ま
た
は
広
報
行
政
課
ま
で
そ
の
旨

を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

▽
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
 

　
国
勢
調
査
員
な
ど
の
調
査
関
係
者
に
は
守
秘
義

務
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
調
査
内
容
の
秘

密
は
保
護
さ
れ
ま
す
。
 

　
ま
た
、
国
勢
調
査
の
調
査
票
を
統
計
以
外
の
目

的
で
使
用
す
る
こ
と
は
「
統
計
法
」
に
よ
り
固
く

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
あ
り
の
ま
ま
を
ご
記

入
く
だ
さ
い
。
 

　
提
出
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
厳
重
に
管
理
さ
れ
、

集
計
が
終
わ
っ
た
後
は
溶
解
処
分
さ
れ
、
再
生
紙

と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。
 

▽
語
り
調
査
・
類
似
調
査
に
ご
注
意
を
 

　
国
勢
調
査
員
は
必
ず
「
国
勢
調
査
員
証
」
を
携

帯
し
て
調
査
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
調
査
期
間
中
、

国
勢
調
査
を
装
っ
た
語
り
調
査
な
ど
類
似
調
査
に

よ
り
、
個
人
情
報
が
狙
わ
れ
る
危
険
性
が
あ
り
ま

す
の
で
、
必
要
に
応
じ
て
調
査
員
に
調
査
員
証
の

提
示
を
お
求
め
く
だ
さ
い
。
 

　
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
電
話
な
ど
が
あ
っ
た
と
き

は
、
質
問
等
に
は
答
え
ず
、
広
報
行
政
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
 

▽
調
査
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
 

　
詳
し
く
は
、
広
報
行
政
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
調
査
に

つ
い
て
詳
し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。
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介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
つ
い
て
 

   　
施
設
給
付
の
見
直
し
に
あ
わ
せ
て
、
高
額
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
も
見
直
さ
れ
ま
す
。
 

　
非
課
税
世
帯
で
所
得
と
年
金
収
入
が
80
万
円
以

下
の
人
に
つ
い
て
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
基
準

限
度
額
（
月
額
負
担
上
限
）
が
現
在
の
2
4
，

6
0
0
円
か
ら
１
5
，
0
0
0
円
に
引
き
下
げ
ら

れ
ま
す
。
 

　
ま
た
、
通
所
系
サ
ー
ビ
ス
の
食
事
に
つ
い
て
も
、

食
事
提
供
体
制
加
算
が
廃
止
さ
れ
、
調
理
等
に
要

す
る
費
用
に
つ
い
て
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。
 

   ①
予
防
重
視
型
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換
 

　
で
き
る
だ
け
介
護
が
必
要
に
な
ら
な
い
た
め
に
、

ま
た
、
必
要
に
な
っ
て
も
状
態
の
悪
化
を
防
い
だ

り
改
善
し
た
り
す
る
た
め
に
、
新
し
く
「
予
防
給

付
」
、
「
地
域
支
援
事
業
」
が
創
設
さ
れ
ま
す
。
 

②
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
体
系
の
確
立
 

　
地
域
に
お
け
る
総
合
的
な
相
談
窓
口
や
介
護
予

防
計
画
の
拠
点
と
し
て
、
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
が
創
設
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
地
域
に
根
ざ

し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
で
き
る
よ
う
、
「
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
」
が
創
設
さ
れ
ま
す
。
 

③
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
・
向
上
 

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
事
業
所
情
報
の
公
表

を
義
務
づ
け
る
な
ど
、
事
業
者
規
制
の
見
直
し
や

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
資
格
制
度
の
見
直
し
が
お

こ
な
わ
れ
ま
す
。
 

④
負
担
の
あ
り
方
・
制
度
運
営
の
見
直
し
 

　
低
所
得
者
に
対
す
る
保
険
料
軽
減
な
ど
の
保
険

料
の
見
直
し
や
徴
収
方
法
の
見
直
し
な
ど
が
お
こ

な
わ
れ
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

　
こ
の
10 
月
か
ら
始
ま
る
の
が
、
施
設
給
付
（
居

住
費
・
食
費
）
の
見
直
し
で
す
。
 

 
こ
れ
ま
で
「
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
）
」
、
「
介
護
老
人
保
健
施
設
」
、

「
介
護
療
養
型
医
療
施
設
」
の
介
護
保
険
3
施
設

の
い
ず
れ
か
に
入
所
し
て
い
る
場
合
、
居
住
費
や

食
費
は
介
護
保
険
の
給
付
に
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
 

 
し
か
し
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
人
が

負
担
し
て
い
る
家
賃
や
食
費
な
ど
と
公
平
に
な
る

よ
う
見
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
施
設
利
用
者
の

保
険
給
付
の
居
住
費
や
食
費
が
保
険
給
付
の
対
象

か
ら
は
ず
れ
ま
す
。
 

  　
見
直
し
に
よ
り
、
す
で
に
入
所
し
て
い
る
人
は

自
己
負
担
額
が
増
え
ま
す
が
、
低
所
得
者
へ
の
対

策
と
し
て
「
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」
が

創
設
さ
れ
、
負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ
ま
す
。
 

　
こ
の
た
め
、
生
活
保
護
受
給
者
は
現
状
の
負
担

水
準
の
ま
ま
と
な
り
、
非
課
税
世
帯
で
所
得
と
年

金
収
入
が
80
万
円
以
下
の
人
に
つ
い
て
は
、
負
担

水
準
が
下
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

    ▽
対
象
者
 

　
介
護
保
険
施
設
に
入

所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

含
む
）
し
て
い
る
人
で
、

生
活
保
護
受
給
者
な
ど

（
介
護
保
険
料
第
１
段

階
）
の
人
や
非
課
税
世

帯
（
介
護
保
険
料
第
2

段
階
）
の
人
。
た
だ
し
、

市
町
村
に
申
請
が
必
要

で
す
。
現
在
、
施
設
入

所
中
の
人
に
は
、
申
請

方
法
な
ど
は
、
別
途
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
 

▽
負
担
の
し
く
み
 

　
施
設
が
設
定
し
た
居

住
費
と
食
費
の
う
ち
、

入
所
者
が
負
担
す
る
の

は
負
担
限
度
額
ま
で
で

す
。
そ
れ
を
超
え
た
分

に
つ
い
て
は
、
施
設
が

申
請
を
し
て
介
護
保
険

か
ら
費
用
が
補
て
ん
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

平
成
１７
年
１０
月
か
ら
 

　
　
　
施
設
給
付
の
見
直
し
 

 な
に
が
見
直
さ
れ
る
の
？
 

自
己
負
担
額
は
ど
う
な
る
の
？
 

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等
の
 

　
　
　
　
　
　
　
　
見
直
し
 

平
成
１８
年
4
月
以
降
 

　
　
　
そ
の
ほ
か
の
改
正
点
 

 

▼特定入所者介護サービス費 
　負担のしくみ 

※基準費用額とは、施設の居住費・食費の平均的な額です。 
　施設が負担限度額を超えて低所得者から居住費または食費を徴収した場合は、給付の対 
　象にはなりません。 

特定入所者 
介護サービス費 

 

基準費用額 
←施設の 
　設定した 
　金額 

負担限度額 

利用者負担分 

▼居住費・食費の基準費用額と特定入所者の所得負担別限度額（１人あたり月額） 

所得等の区分 居室のタイプ 
 

居 住 費 の 
負担限度額 

 

食　費　の 
負担限度額 

 

特
定
入
所
者
 

 

　生活保護受給者など 
（保険料第１段階） 
 
　非課税世帯で所得＋年金収入が80万 
　円以下 
（保険料第2段階のうち低所得者） 

　非課税世帯で所得＋年金収入が80万 
　円を超えるもの 
（保険料第2段階のうち低所得者以外） 

 
10,000円 

15,000円 
10,000円 

0円 
 

従 来 型 個 室 
従来型個室（特養） 
多 　 床 　 室 
  

12,000円 
15,000円 
13,000円 
10,000円 

  
20,000円 

40,000円 
25,000円 
10,000円 

 

従 来 型 個 室 
従来型個室（特養） 
多 　 床 　 室 
 従 来 型 個 室 
従来型個室（特養） 
多 　 床 　 室 
 

50,000円 
35,000円 
10,000円 

（基準費用額） 

 
42,000円 

（基準費用額） 
 

 
　世帯課税者・本人課税者 
（保険料第3段階以上） 

従 来 型 個 室 
従来型個室（特養） 
多 　 床 　 室 
 

平
成
18 
年
4
月
（
一
部
は
平
成
17 
年
10 
月
）
か
ら
、
介
護
保
険
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
す
。
 

　
介
護
保
険
制
度
の
基
本
理
念
で
あ
る
高
齢
者
の
「
自
立
支
援
」
と
「
尊
厳
の
保
持
」
の

徹
底
が
図
ら
れ
、
制
度
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
た
め
の
改
正
で
す
。
 

低
所
得
者
へ
の
対
応
 

特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
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▼臨時送迎バス発車時刻・場所 

▲海原さおり・しおり 

お
誘
い
合
わ
せ
て
 

　
　
　
　
お
越
し
く
だ
さ
い
 

 会
場
へ
は
 

　
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
 

   　
み
な
さ
ん
の
健
康
と
長
寿
を
お
祝
い
し
て
、
今

年
も
お
待
ち
か
ね
の
敬
老
会
を
9
月
9
日
f
に
中

央
公
民
館
で
開
き
ま
す
。
 

 
当
日
は
、
記
念
式
典
の
あ
と
、
海
原
さ
お
り
・

し
お
り
の
漫
才
や
帰
天
斎
正
一
の
マ
ジ
ッ
ク
シ
 

ョ
ー
な
ど
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

 
み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
多
数
お
越

し
く
だ
さ
い
。
 

    　
会
場
へ
は
、
左
表
の
と
お
り
臨
時
送
迎
バ
ス
を

運
行
し
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
バ
ス
停
か
ら
ご
乗

車
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

 

発車時刻 

12：40 

12：41 

12：40 

12：42 

12：35 

12：37 

12：40 

12：41 

12：44 

12：46 

12：30 

12：32 

12：34 

12：40 

12：30 

12：32 

12：35 

12：40 

12：43 

12：44 

12：40 

12：42 

12：44 

12：40 

12：43 

12：44 

12：45

号車 　　　　　場　　　所 

新成田バス停 

栄町バス停 

西栄町バス停 

久御山団地南バス停（東側） 

佐山小学校前 

工業団地バス停（五差路南側） 

林バス停 

佐山東代バス停 

下津屋口バス停 

下津屋バス停 

西林公民館前 

久御山団地バス停（ロータリー） 

佐古バス停 

佐山バス停 

市田バス停 

鈴間バス停 

御牧バス停 

坊之池バス停 

中島バス停 

相島西バス停 

大橋辺公民館向側 

北川顔バス停 

藤和田バス停 

東一口 ローソン前（西側） 

前川橋バス停 

排水機場前バス停 

西一口バス停 

5

1

2

3

4

10

6

7

8

9

9月13日（火） 

大 橋 辺 
公民館 
 

坊 之 池 
公会堂 
 

相    島 
公会堂 
 

午前9時～10時 
佐  山 
公会堂 
 

北 川 顔 
公会堂 
 

中    島 
公会堂 
 

野    村 
公会堂 
 藤 和 田 

公会堂 
 

島    田 
公会堂 
 

森 
公会堂 
 田    井 

公民館 
佐    古 
公民館 
 

西    林 
公民館 

栄1・2丁目 
集会所 
 東 一 口 

公会堂 
 

下 津 屋 
公民館 
 

東    林 
公民館 

栄3・4丁目 
集会所 
 西 一 口 

公会堂 
 

下津屋サンハイツ 
集会所 
 

ミ サ ワ 林 
集会所 
 

久御山団地 
集会所 
 

9月14日（水） 9月15日（木） 9月16日（金） 日 時間 

午前10時15分～11時 
市  田 
公民館 

午前9時～ 
　　　9時30分 
午前9時45分～ 
　　 10時15分 
午前10時30分 
　　　　～11時 
午後1時30分～ 
　　　　　2時 
午後2時15分～ 
　　　2時45分 
午後3時～ 
　　　3時30分 

　町では、満70歳以上の人の長寿を祝い、敬老金（1万円）を
お渡ししています。 
　対象の人には、敬老金支給決定通知書を郵送しますので、通
知書と印鑑をご持参のうえ、下表の公会堂などでお受け取りく
ださい。長寿健康課の窓口でお受け取りの場合は、9月20日c

以降にお越しください。 
対象／昭和10年9月2日以前に生まれた人で、町内に1年以上在
　　住している人 
持参するもの／敬老金支給決定通知書・印鑑 

※9月25日aの午前10時から正午まで、健康センターいきいき
　ホールでもお渡しします。 

敬老金をお渡しします 9月13日から 

日時　9月9日F 
　　　午後1時30分～4時 
会場　中央公民館 
対象　数え年で70歳以上の人 



みんなが主役 
まちの話題！ あ・れ・こ・れ 

毎月１日は「安全・安心の日」です。 

仲間いっぱい夏のつどい（8月4日・久御山中学校） 
東角校区防犯交通安全フェア （7月24日・東角小学校） 

8

中央公園 

消防団訓練 

暑さに負けず訓練に励む 
琵琶湖博物館・水生植物公園 

博物館見学ツアー 

自然の大切さを学ぶ 

化石や岩石、鉱物などの標本も展示 礼式訓練をする消防団員 

　町消防団（野村修三団長）は、11月13日におこなわれ

る第9回町長査閲久御山町消防団訓練大会（礼式訓練）に

向けて、暑さに負けず訓練に励んでいます。 

　訓練は、7月12日から週に1・2回のペースでおこない、

大会までに約20回を予定しています。 

　消防団員は、それぞれ仕事を終えたあとの午後7時過ぎ

から、中央公園や久御山中学校のグラウンドに集まり、夜

とはいえ連日の猛暑のなか、きびきびとした動きで訓練を

こなしています。 

　仕事の都合などで、なかなか全員がそろうことはありま

せんが、それでも、集まった団員同士で息を合わせて、消

防職員の指導のもと、指揮者の号令どおりに、一糸乱れぬ

体系で行進や敬礼の訓練に励んでいます。 

　また、同時に女性消防団員は、消火器操法などの訓練に

取り組み、今後は、10月2日に府立消防学校への半日入

校を体験し、大会前日のリハーサルを経て、本番に挑みま

す。 

　7月28日、ゆうホールが主催

した博物館見学ツアーがおこな

われました。 

　町内の小学生や親子連れ、ボ

ランティアら36人が参加し、滋

賀県立琵琶湖博物館と滋賀県草

津市立水生植物公園みずの森を

見学しました。 

　水生植物公園のある草津市・烏丸半島は、数多くの水生

植物の宝庫で、日本でも有数のハスの群生地として知られ

ています。自然いっぱいの公園で、子どもたちは、国内外

の多彩な水生植物や熱帯植物を観賞し、自然の大切さを学

びました。 

　引き続き訪れた琵琶湖博物館では、400万年前からの

琵琶湖の歴史や人々の暮らしと湖の結びつき、生息する生

き物の環境などを学び、夏休みの一日を楽しく、有意義に

過ごしました。 



久御山中学校生徒W.H.S派遣事業出発式 
（8月8日・中央公民館） 

平和祈念集会（8月15日・役場庁舎前） 

KTCものづくり技術館（佐山） 保健センター 

ジュニアふるさと教室 

みんなで工場見学 絵本をとおして健やかに 

親子ニコニコ子
育てサロン 

（8月4日・中央
公民館横の芝生

広場） 

7月15日から8月14日までの受付分（敬称略） 

9

やさしく赤ちゃんに語りかけることが大切 

　町では、すべての赤ちゃんに体も心も健やかに育ってほ

しいという願いを込めて、3～4か月児健診を受診してい

ただく赤ちゃんと保護者を対象に、昨年度からブックスタ

ート事業に取り組んでいます。 

　健診の待ち時間を利用して、図書館の職員やボランティ

アが絵本を読み聞かせると、赤ちゃんは興味深そうにのぞ

き込んだり声を出したりします。 

　子育てのなかに本を取り入れ、赤ちゃんと優しく語り合

う時間を大切に

していただくた

め、健診のあと

には、絵本の入

ったブックスタ

ートパックをプ

レゼントしてい

ます。 

　子どもたちに、久御山町のことをもっと知ってもらおう

と、ジュニアふるさと教室が、3回にわたり開かれました。 

　8月5日の第2回目では、京都機械工具㈱のものづくり

技術館を訪れ、約8千種類もの工具や社屋の屋上緑化施設

などを見学し、世界に誇る技術を学びました。また、この

日訪れた参加者が、ちょうど来館者1万人目となり、代表

で東角小学校2年生の平野希美さんが記念の花束を受け取

り、子どもたちは思わぬプレゼントに大喜びでした。 

ブックスタート 

工具を見学する子どもたち 

いつも笑顔いっぱいの3人でいてね。 

東一口　父 勝也さん・母 有紀さん 

内田　亮太くん 
うち だ　　りょうた 

わか葉ちゃん 
ば 

真子ちゃん 
ま こ 

ご
結
婚
 

大
字
名
 

夫
の
氏
名
 

妻
の
名
 

松
本
　
　
亮
 

田
中
　
三
雄
 

津
田
　
桂
志
 

吉
川
　
幸
夫
 

川
村
　
伸
祐
 

　
真
実
 

　
　
彩
 

　
友
恵
 

　
光
枝
 

　
佳
美
 

大
橋
辺
 

　
林
 

　
〃
 

市
　
田
 

下
津
屋
 

お
誕
生
 

大
字
名
 

出

生

児
 

父

・

母
 

雅
一
・
し
の
ぶ
 

満
穂
・
こ
ず
え
 

泰
行
・
裕
美
 

真
之
・
純
子
 

　
毅
・
厚
子
 

　
洋
・
佐
智
子
 

隆
仁
・
真
由
美
 

貴
之
・
敬
子
 

暢
也
・
多
希
子
 

　
　
〃
 

ま
な
　み
 

　り
　
さ
 

　ち
　
ひ
ろ
 

な
ぎ
　さ
 

　す
　
か
 

　ゆ
　
き
 

　か
　
ほ
 

ま
な
　え
 

　ゆ
　
き
 

　わ
　
か
 

    　あ
 

   か
ず
 

　さ
 

北
川
顔
 

中
　
島
 

佐
　
山
 

佐
　
古
 

　
林
 

田
　
井
 

下
津
屋
 

　
栄
 

　
〃
 

　
〃
 

 

山
田
　
愛
実
 

田
中
　
里
彩
 

井
上
　
千
裕
 

井
阪
　
凪
紗
 

岩
居
明
日
香
 

山
浦
　
優
希
 

原
田
　
果
歩
 

山
本
　
愛
恵
 

田
邉
和
行
紀
 

田
邉
早
和
花
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
た
め
の
「
京
都
議
定
書
」

が
2
月
16 
日
に
発
効
し
ま
し
た
。
こ
の
議
定
書
で
、

日
本
は
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
を

2
0
0
8
年
か
ら
2
0
１
2
年
の
間
に
１
9
9
0

年
比
で
6
㌫
削
減
す
る
こ
と
を
公
約
し
ま
し
た
。
 

　
し
か
し
な
が
ら
、
2
0
0
3
年
度
の
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
は
基
準
年
と
比
べ
8
㌫
上
回
り
、
公

約
の
6
㌫
を
達
成
す
る
に
は
14 
㌫
の
削
減
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
と
り
わ
け
、
家
庭
か
ら
の
二
酸
化

炭
素
排
出
量
は
、
基
準
年
と
比
べ
29
㌫
も
増
え
て

い
ま
す
。
 

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
今
後
は
、
職
員
の
「
ノ
ー
・

マ
イ
カ
ー
デ
ー
」
の
実
施
や
住
民
・
事
業
者
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
無
駄
遣
い
の
防
止
な
ど
を
呼
び
か
け
、

身
近
な
こ
と
か
ら
取
り
組
む
よ
う
啓
発
を
お
こ
な

い
、
次
の
取
り
組
み
を
し
ま
す
。
 

①
職
員
は
、
取
り
組
み
項
目
に
対
す
る
意
識
の
向

　
上
に
努
め
、
地
球
温
暖
化
防
止
へ
の
取
り
組
み

　
を
引
き
続
き
実
践
す
る
。
 

②
職
員
は
、
「
ノ
ー
・
マ
イ
カ
ー
デ
ー
」
の
実
践

　
に
努
め
、
出
張
時
は
公
共
交
通
機
関
の
利
用
を

　
促
進
す
る
。
 

③
施
設
管
理
者
は
、
各
施
設
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
排
出
量

　
を
極
力
抑
え
る
こ
と
に
努
め
、
利
用
者
の
多
い

　
施
設
に
つ
い
て
は
、
空
調
機
器
の
適
温
化
な
ど
、

　
省
エ
ネ
へ
の
協
力
を
周
知
す
る
。
 

④
久
御
山
セ
ー
ビ
ン
グ
プ
ラ
ン
の
取
り
組
み
に
関

　
す
る
情
報
公
開
お
よ
び
温
暖
化
対
策
（
省
エ
ネ

　
対
策
）
に
向
け
た
、
住
民
や
事
業
者
へ
の
啓
発

　
を
お
こ
な
う
。
 

⑤
住
民
や
事
業
者
に
対
す
る
地
球
温
暖
化
対
策
セ

　
ミ
ナ
ー
を
開
く
。
 

　
○
省
エ
ネ
対
策
学
習
会
（
年
2
回
）
 

　
　
　
環
境
家
計
簿
の
記
録
を
基
に
専
門
ア
ド
バ

　
　
イ
ザ
ー
が
チ
ェ
ッ
ク
・
分
析
す
る
ほ
か
、
参

　
　
加
者
の
意
見
や
情
報
交
換
を
交
え
な
が
ら
省

　
　
エ
ネ
対
策
な
ど
、
環
境
に
や
さ
し
い
ラ
イ
フ

　
　
ス
タ
イ
ル
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
協
議
・
検

　
　
討
を
お
こ
な
う
。
 

⑥
環
境
モ
ニ
タ
ー
に
よ
る
家
庭
向
け
地
球
温
暖
化

　
対
策
を
実
践
す
る
。
 

　
　
省
エ
ネ
対
策
や
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
心
が

　
あ
り
、
身
近
な
こ
と
か
ら
実
践
し
て
い
き
た
い

　
住
民
の
み
な
さ
ん
に
環
境
家
計
簿
を
配
布
す
る

　
と
と
も
に
、
省
エ
ネ
対
策
や
地
球
温
暖
化
対
策

　
へ
の
取
り
組
み
に
賛
同
さ
れ
る
人
を
環
境
モ
ニ

　
タ
ー
に
委
嘱
し
て
い
ま
す
。
 

⑦
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
の
委
嘱
 

　
○
期
間
　
平
成
17 
年
4
月
１
日
か
ら
2
年
間
 

　
○
職
務
　
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
を
す
る
住

　
　
民
に
対
し
、
当
該
活
動
に
関
す
る
指
導
・
助

　
　
言
、
情
報
提
供
な
ど
の
協
力
を
お
こ
な
う
と

　
　
と
も
に
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
抑
制
の
た
め

　
　
に
、
地
方
公
共
団
体
等
が
お
こ
な
う
施
策
に

　
　
協
力
す
る
。
 

⑧
夏
の
エ
コ
ス
タ
イ
ル
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
 

　
　
6
月
15 
日
か
ら
9
月
30
日
の
期
間
中
、
全
職

　
員
が
適
正
冷
房
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
り
省
エ

　
ネ
を
推
進
し
、
地
球
温
暖
化
防
止
を
図
る
こ
と

　
を
目
的
と
し
た
軽
装
勤
務
を
呼
び
か
け
る
。
 

　
○
執
務
室
、
会
議
室
に
お
け
る
適
正
冷
房
の
実

　
　
施
（
28
℃
）
 

　
○
職
場
に
お
け
る
服
装
と
し
て
信
用
と
品
位
を

　
　
損
な
わ
ず
、
暑
苦
し
さ
や
不
快
感
を
感
じ
さ

　
　
せ
な
い
清
潔
感
の
あ
る
軽
装
の
奨
励
 

⑨
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
久
御
山
へ
の
出
展
 

　
 
16 
年
度
に
引
き
続
き
「
地
球
温
暖
化
防
止
コ

　
ー
ナ
ー
」
を
設
け
、
パ
ネ
ル
や
グ
ッ
ズ
の
展
示

　
を
お
こ
な
い
、
住
民
に
わ
か
り
や
す
く
周
知
・

　
啓
発
に
努
め
る
。
 

 

▽
対
象
と
な
る
人
は
 

　
住
民
登
録
・
外
国
人
登
録
を
さ
れ
て
い
る
か
、

い
な
い
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
17 
年
10 
月
１
日

　
平
成
12 
年
度
を
基
準
年
と
し
、
平
成
14 
年
度
か

ら
18 
年
度
ま
で
の
5
年
間
に
役
場
庁
舎
、
出
先
機

関
、
7
文
化
ス
ポ
ー
ツ
事
業
団
を
含
め
た
す
べ
て

の
施
設
か
ら
の
温
室
効
果
ガ
ス
総
排
出
量
（
二
酸

化
炭
素
、
メ
タ
ン
、
一
酸
化
二
窒
素
、
ハ
イ
ド
ロ

フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
〈
代
替
フ
ロ
ン
〉
）
を
3
㌫

削
減
す
る
こ
と
や
用
紙
類
の
使
用
量
抑
制
・
紙
リ

サ
イ
ク
ル
推
進
等
の
取
り
組
み
を
実
践
す
る
計
画

を
い
い
ま
す
。
 

    　
平
成
16 
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
総
排
出
量
は
2
，

2
2
4
・
4
5
（
t
ー

C
O
）
と
な
り
、
前
年
度

と
比
べ
約
2
・
5
㌫
増
加
し
、
基
準
年
度
と
比
べ

約
13
・
3
㌫
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
 

 
主
な
要
因
は
、
執
務
室
内
の
不
要
な
照
明
の
消

灯
、
直
近
階
へ
の
移
動
時
の
階
段
利
用
の
徹
底
、

室
内
の
適
温
化
に
よ
る
空
調
設
備
の
適
正
運
転
や

エ
コ
ス
タ
イ
ル
等
の
実
施
に
取
り
組
ん
で
い
る
も

の
の
、
夏
場
の
猛
暑
、
冬
場
の
一
時
的
な
寒
さ
な

ど
、
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
る
冷
暖
房
機
器
の
稼

働
日
数
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
電
気
使
用
量
が
１
・

64
㌫
、
液
化
天
然
ガ
ス
使
用
量
が
4
・
70
㌫
、
灯

油
使
用
量
が
13 
・
46
㌫
増
え
た
こ
と
や
Ａ
重
油
、

軽
油
の
燃
料
使
用
量
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。
 

 
ま
た
、
経
済
効
果
と
し
て
、
変
動
性
の
た
め
ガ

ス
料
金
は
減
少
し
ま
し
た
が
、
電
気
料
金
等
ガ
ス

以
外
の
光
熱
費
が
増
え
、
全
体
で
は
前
年
度
よ
り

約
１
0
4
万
円
支
出
増
と
な
り
ま
し
た
。
 

 

　
町
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
と
し

た
「
久
御
山
セ
ー
ビ
ン
グ
〈
節
約
〉
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
役
場
庁

舎
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
を
削
減
す
る
た
め
の
取
り

組
み
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
今
号
で
は
、
平
成
16
年
度
の
取
り
組
み
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

久
御
山
セ
ー
ビ
ン
グ
〈
節
約
〉 

プ
ラ
ン
の
取
り
組
み
結
果 

久
御
山
セ
ー
ビ
ン
グ
〈
節
約
〉
 

プ
ラ
ン
と
は
 

 取
り
組
み
結
果
 

約
1
0
4
万
円
の
支
出
増
 

今
後
の
取
り
組
み
 

2

▼平成16年度温室効果ガス総排出量（外郭団体を含む） 

温室効果ガス総排出量（外郭団体含む） 

ハイドロフルオロカーボン 

一酸化二窒素 

メ　タ　ン 

二酸化炭素 

HFC

N20

CH4

CO2

2,224.45

3.96

2.62

0.08

2,217.79

100.00

0.18

0.12

0.00

99.70

排出量（t-CO2） 
温室効果ガス内訳 （％） 

二酸化炭素換算 
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新
聞
記
事
に
よ
れ
ば
、
不
況
に
よ
り
①
町
内
の

会
社
が
こ
の
4
年
間
で
10
㌫
も
減
り
、
②
刑
法
犯

が
40
㌫
増
加
し
た
、
こ
れ
ら
の
町
の
対
策
は
ど
う

さ
れ
て
い
ま
す
か
。
　
　
　
　
　
（
森
・
男
性
）
 

  　
町
で
は
、
日
産
車
体
の
大
幅
縮
小
や
2
信
用
金

庫
の
事
業
譲
渡
な
ど
に
よ
り
、
雇
用
の
場
が
失
わ

れ
「
雇
用
機
会
増
大
促
進
地
域
」
に
指
定
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
「
雇
用
促
進
相
談
室
」
を
設
置
し
、

各
種
助
成
制
度
の
P
R
な
ど
、
雇
用
促
進
に
努
め

る
と
と
も
に
企
業
誘
致
の
た
め
の
「
企
業
立
地
促

進
助
成
制
度
」
を
創
設
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化

と
雇
用
機
会
の
創
出
を
図
っ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
勤
労
者
の
住
生
活
向
上
の
た
め
、
住
宅

の
新
築
や
購
入
、
増
改
築
お
よ
び
修
繕
な
ど
必
要

資
金
を
低
金
利
で
融
資
す
る
「
勤
労
者
住
宅
資
金

融
資
制
度
」
も
あ
わ
せ
て
お
こ
な
い
、
少
し
で
も

多
く
の
人
に
町
内
に
定
住
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
町
で
は
高
齢
者
の
雇
用
機
会
の
拡
大
を

図
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
や
社
会
参
加
を
進
め
る

対
策
と
し
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
運
営
支

援
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
【
産
業
課
】
 

  　
犯
罪
が
増
加
し
た
要
因
と
し
て
、
道
路
網
の
発

達
に
よ
る
犯
罪
の
広
域
化
・
高
速
化
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
自
動
販
売
機
の
設
置
増
加
に
伴
う

自
動
販
売
機
荒
ら
し
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
 

　
特
に
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
の
地
域
の

連
帯
感
の
希
薄
化
に
よ
る
住
民
一
人
ひ
と
り
の
防

犯
意
識
の
低
下
も
大
き
な
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

　
町
で
は
、
生
活
安
全
条
例
を
制
定
し
、
全
町
の

取
り
組
み
と
し
て
、
住
民
・
事
業
者
・
行
政
と
の

連
携
で
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
関
係
団
体
と
の
連
携
を

密
に
す
る
た
め
、
生
活
・
安
全
ま
ち
づ
く
り
連
絡

会
を
組
織
し
情
報
の
共
有
を
図
っ
て
い
ま
す
。
 

　
町
内
に
は
、
林
と
田
井
に
2
か
所
の
交
番
が
あ

り
、
宇
治
警
察
署
管
内
の
交
番
別
犯
罪
発
生
順
位

は
、
平
成
16 
年
12 
月
末
の
数
字
で
、
上
位
に
な
り

ま
す
。
窃
盗
の
手
口
の
種
類
で
は
、
自
転
車
盗
、

万
引
き
、
バ
イ
ク
盗
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
 

 
引
き
続
き
、
町
内
の
関
係
団
体
等
や
警
察
と
の

連
携
を
図
り
、
住
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
防
犯

意
識
を
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
総
務
課
】
 

   　
日
ご
ろ
か
ら
子
ど
も
向
け
の
行
事
を
企
画
し
て

い
た
だ
い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
と
て
も

残
念
に
思
う
こ
と
は
、
同
時
間
に
行
事
が
設
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
多
々
あ
る
こ
と
で
す
。
 

　
両
方
に
参
加
し
た
い
の
に
で
き
な
い
。
今
後
で

き
る
だ
け
色
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
よ

う
、
日
程
を
組
ん
で
く
だ
さ
い
。
（
佐
古
・
女
性
）
 

  　
町
主
催
の
各
種
行
事
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
重

複
し
な
い
よ
う
に
十
分
配
慮
し
て
い
ま
す
が
、
各

種
団
体
等
が
独
自
に
取
り
組
む
事
業
も
多
く
あ
る

こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の
日
程
と
の
調
整
に
も
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
【
社
会
教
育
課
】
 

   　
公
園
の
掃
除
を
し
て
い
て
も
、
目
の
前
で
タ
バ

コ
の
吸
い
殻
を
捨
て
る
人
が
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
禁
煙
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）
 

  　
公
園
は
幼
児
・
子
ど
も
の
遊
び
場
、
ま
た
、
高

齢
者
の
憩
い
の
場
と
し
て
、
安
全
に
気
持
ち
よ
く

ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
日
常
清
掃
と
環
境

美
化
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

　
ご
意
見
の
よ
う
な
公
園
内
の
喫
煙
行
為
を
一
律

に
規
制
、
制
限
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
安
全
で
安

心
し
て
気
持
ち
よ
く
公
園
が
利
用
で
き
る
よ
う
、

公
園
内
で
の
喫
煙
は
、
ポ
ケ
ッ
ト
灰
皿
の
携
帯
な

ど
公
共
の
場
で
の
喫
煙
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
、
公
園

利
用
者
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
【
都
市
計
画
課
】
 

   　
雨
が
降
っ
て
側
溝
が
あ
ふ
れ
る
と
、
商
品
が
濡

れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
側
溝
の
泥

を
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。
（
野
村
・
事
業
所
）
 

  　
側
溝
の
日
常
管
理
は
、
各
事
業
所
で
お
願
い
し
、

撤
去
さ
れ
た
土
砂
は
、
町
で
回
収
し
て
い
ま
す
。
 

　
日
常
管
理
で
き
な
い
箇
所
は
、
町
が
お
手
伝
い

し
て
い
ま
す
の
で
、
道
路
河
川
課
ま
で
連
絡
い
た

だ
け
ま
し
た
ら
、
現
状
を
確
認
の
う
え
、
対
応
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
　
　
　
【
道
路
河
川
課
】
 

   　
町
の
施
設
利
用
料
を
安
く
し
て
、
利
用
し
や
す

い
環
境
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
（
匿
名
）
 

  　
体
育
館
を
含
め
た
町
の
各
施
設
を
維
持
運
営
し

て
い
く
た
め
に
は
、
利
用
さ
れ
る
人
に
応
分
の
ご

負
担
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
ご
理

解
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
【
社
会
教
育
課
】
 

   　
中
央
公
園
へ
車
で
行
く
と
、
い
つ
も
公
園
駐
車

場
に
一
般
企
業
の
車
が
止
め
ら
れ
て
い
て
、
私
た

ち
公
園
利
用
者
が
車
を
止
め
ら
れ
な
い
と
き
が
あ

り
ま
す
。
何
と
か
な
り
ま
せ
ん
か
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
坊
之
池
・
男
性
）
 

  　
中
央
公
園
駐
車
場
は
、
有
料
施
設
利
用
者
限
定

の
も
の
が
な
く
、
一
般
の
公
園
利
用
者
と
と
も
に

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
状
況
か
ら
、
ご
意
見
の

よ
う
な
車
両
や
公
園
利
用
に
関
係
の
な
い
人
の
迷

惑
駐
車
が
目
立
つ
状
況
に
あ
り
ま
す
。
町
で
は
駐

車
場
利
用
者
の
マ
ナ
ー
向
上
の
た
め
、
迷
惑
駐
車

の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、
適
正
な
駐
車
場
利
用

の
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
荒
見
苑
東
側
に
も
中
央
公
園
駐
車
場
が

あ
り
、
比
較
的
空
い
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を

利
用
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
今
後
と
も
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
　
【
都
市
計
画
課
】
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A
①
雇
用
機
会
の
創
出
を
 

　
図
っ
て
い
ま
す
 

 

Q
不
況
に
よ
る
町
の
対
策
は
 

Q
公
園
を
禁
煙
に
し
て
く
だ
さ
い
 

エ
コ
ー
ポ
ス
ト
設
置
場
所
 

役
場
庁
舎
１
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
 

中
央
公
民
館
・
ゆ
う
ホ
ー
ル
 

い
き
い
き
ホ
ー
ル
・
総
合
体
育
館
 

保
育
所
・
幼
稚
園
・
荒
見
苑
 

Ｊ
Ａ
御
牧
支
店
・
佐
山
支
店
 

 

A
重
複
し
な
い
よ
う
に
 

日
程
調
整
に
努
め
ま
す
 

行
事
が
重
複
し
な
い
よ
う
に
 

日
程
調
整
を
し
て
く
だ
さ
い
 

 

Q

側
溝
の
泥
を
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
 

Q

中
央
公
園
の
利
用
者
が
 

駐
車
で
き
ま
せ
ん
 

 

Q
町
の
施
設
利
用
料
を
 

安
く
で
き
ま
せ
ん
か
 

 

Q

A
②
防
犯
意
識
を
高
め
ま
す
 

A
規
制
や
制
限
で
は
な
く
 

利
用
者
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
 

 

A
応
分
の
ご
負
担
を
 

ご
理
解
く
だ
さ
い
 

 

A
側
溝
の
管
理
は
 

各
事
業
所
で
お
願
い
し
ま
す
 

A
適
正
な
駐
車
場
利
用
の
啓
発
に
 

努
め
て
い
ま
す
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　栄中央公園のバス停は、7月の「のってこバス（巡回バ
ス）」の運行内容の改善に伴って、できるかぎり多くの地
域で、ご利用いただきたいという思いで、栄1・2丁目地
域に乗り入れるとともに、新たにバス停を設置しました。 
　このバス停は、栄中央公園の西側出入口にあり、1日9
便が停車しますが、運行ルートの関係で、実際にバスに乗
り降りするのは道路を挟んだ向かい側になります。 
　バス停がある栄中央公園は、昭和51年の住宅開発に伴
って開設され、栄2丁目をはじめとした栄地区の住民のみ
なさんのふれあいの場として親しまれています。 
　また、公園開設から26年が経過した平成14年には、「個
性あふれる公園整備事業」により、町の公園整備事業とし
ては初めて、地域のみなさんが参加して、改修の基本計画
を話し合うワークショップが開かれ、「緑あふれる憩いの
栄中央公園」をコンセプトにリニューアル工事をおこない、
地域の憩いの場として生まれ変わりました。 
問い合わせ／都市計画課 

　町内「のってこバス（巡回バス）」の停留所をシリーズ
で紹介しています。 
　各バス停が持つ魅力などをお届けし、住民のみなさんが
使いやすい形で巡回バスをご利用いただきたいと考えてい
ます。 
　今回は「栄中央公園」のバス停です。 
 

バス停シリーズ 

「栄中央公園」 

家
庭
編
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私
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
男
ら
し
さ
・
女
ら
し
さ

は
生
ま
れ
な
が
ら
の
も
の
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
 

　
し
か
し
、
そ
の
こ
と
を
窮
屈
に
思
っ
て
い
る
人

が
い
る
と
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
 

　
性
別
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
一
人
ひ
と
り
が
個
人
と

し
て
輝
い
て
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
こ
と

を
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
と
い
い
ま
す
。
 

　
今
回
は
、
家
庭
で
の
こ
ん
な
場
面
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。
み
な
さ
ん
も
心
当
た
り
が
あ

り
ま
せ
ん
か
？
 

あ
る
新
婚
家
庭
の
夫
婦
の
会
話
 

　
　
私
、
外
で
働
き
た
い
と
思
う
ん
だ
け
ど
･
･
･
。
 

　
　
も
ち
ろ
ん
い
い
よ
。
で
も
、
働
い
た
と
し
て

　
　
も
家
事
は
、
ち
ゃ
ん
と
し
て
も
ら
う
よ
。
そ

　
　
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
、
外
で
働
く
の
は
か
ん

　
　
べ
ん
し
て
ほ
し
い
な
。
 

　
　
あ
な
た
は
妻
が
家
事
や
育
児
を
す
る
の
は
当

　
　
た
り
前
だ
と
決
め
つ
け
て
い
な
い
？
 

　
　
夫
と
妻
が
お
互
い
を
思
い
や
っ
て
、
協
力
し

　
　
あ
う
の
が
夫
婦
っ
て
も
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
し

　
　
ら
。
 

　
　
そ
り
ゃ
そ
う
だ
け
ど
･
･
･
。
じ
ゃ
あ
家
事

　
　
は
で
き
る
限
り
協
力
す
る
け
ど
、
買
い
物
だ

　
　
け
は
、
恥
ず
か
し
く
て
一
人
で
行
け
な
い
よ
。
 

　
　
買
い
物
し
て
い
る
姿
を
近
所
の
人
に
見
ら
れ

　
　
た
ら
男
の
メ
ン
ツ
に
か
か
わ
る
と
で
も
思
っ

　
　
て
い
る
の
？
 

　
　
前
に
、
洗
濯
物
を
干
し
て
い
た
ら
、
近
所
の

　
　
人
が
「
今
日
は
奥
さ
ん
お
出
か
け
？
そ
れ
と

　
　
も
病
気
？
」
っ
て
聞
か
れ
た
ん
だ
。
 

　
　
え
っ
？
？
？
 

 　
こ
れ
ら
は
ほ
ん
の
一
例
で
す
が
、
何
か
共
通
す
 

る
意
識
が
あ
り
そ
う
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
？
 

　
住
民
意
識
調
査
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
男
性
 

と
女
性
の
意
識
は
結
構
違
う
も
の
で
す
。
 

　
男
女
が
共
に
人
権
を
認
め
合
い
、
相
手
を
思
い
 

や
る
気
持
ち
が
大
切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

同感する 
同感しない 

女性 

○「男は仕事」「女は家庭」という考え方について 

久御山町住民意識調査（平成13年9月実施） 

男性 

1.1％ 
17.0％ 

24.8％ 

34.4％ 

30.2％ 

47.5％ 

43.5％ 
1.5％ 

どちらともいえない 
無回答 

【
社
会
教
育
課
】
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85

ご存じですか？ 
クーリングオフ制度 

クーリングオフの期間 

20日間 

　
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
と
は
、
訪
問
販
売
な
ど
で
消

費
者
が
、
申
し
込
み
や
契
約
を
し
た
場
合
で
も
、

一
定
期
間
内
（
契
約
書
面
等
を
受
領
し
た
日
を
含

め
、
8
日
間
ま
た
は
20
日
間
）
で
あ
れ
ば
、
一
方

的
に
契
約
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。
 

　
例
え
ば
、
9
月
１
日
に
契
約
書
面
を
受
け
取
っ

た
と
き
は
、
8
日
ま
た
は
20
日
ま
で
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
が
で
き
ま
す
。
 

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
書
き
方
（
例
）
 

　
　
ハ
ガ
キ
の
両
面
を
コ
ピ
ー
し
、
配
達
記
録
郵

　
便
、
簡
易
書
留
ま
た
は
内
容
証
明
郵
便
で
出
し

　
ま
す
。
（
ク
レ
ジ
ッ
ト
利
用
の
場
合
に
は
、
ク

　
レ
ジ
ッ
ト
会
社
に
も
出
し
て
お
き
ま
す
）
 

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
効
果
 

　
☆
支
払
っ
た
お
金
は
全
額
返
金
さ
れ
ま
す
。
 

　
☆
商
品
の
引
取
料
金
は
業
者
負
担
で
、
損
害
賠

　
　
償
や
違
約
金
を
払
う
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
 

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
で
き
な
い
場
合
 

　
・
価
格
が
3
，
0
0
0
円
以
下
の
も
の
を
買
っ

　
　
た
場
合
 

　
・
化
粧
品
等
消
耗
品
の
一
部
を
使
っ
た
場
合
 

　
　
（
布
団
、
学
習
教
材
、
下
着
な
ど
は
消
耗
品

　
　
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
 

　
・
乗
用
自
動
車
 

　
・
法
律
で
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
が
認
め
ら
れ
て
い

　
　
な
い
商
品
、
役
務
（
サ
ー
ビ
ス
）
を
買
っ
た

　
　
場
合
 

　
・
通
信
販
売
で
買
っ
た
場
合
 

 　
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
こ
ま
れ
た
ら
、
１
人
で
悩
ま

ず
京
都
府
消
費
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
1
0
7
5
（
8
 

2
１
）
0
2
１
0
、
府
山
城
広
域
振
興
局
商
工
観

光
室
1
0
7
7
4
（
2
１
）
2
１
0
3
ま
た
は
町

産
業
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

 ※
週
末
に
お
け
る
緊
急
の
相
談
を
要
す
る
消
費
者

　
の
増
加
に
伴
い
、
今
年
の
4
月
か
ら
、
「
消
費

　
生
活
週
末
（
土
・
日
）
電
話
相
談
」
が
ス
タ
ー

　
ト
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

　
電
話
番
号
／
0
7
5
（
2
5
7
）
9
0
0
2
　

　
相
談
日
時
／
土
・
日
曜
日
（
年
末
年
始
除
く
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
 

　
相
談
方
法
／
電
話
相
談
の
み
 

 

 
 
 
 
●火災警報器具貸与事業 
　高齢社会の到来により、本町でも、ひと
り暮らしの高齢者や高齢者世帯が急速に増
えています。 
　特に、ひとり暮らしの高齢者は、男女を
問わず、今後、ますます増えることが予想
されます。 
　高齢者が自ら「火」を使い料理する機会
が多くなり、家事に不慣れな男性も、必要
にせまられ料理することになり、火災を導
く心配がありま
す。 
　町では、火災
の危険から高齢
者を守るため、
火災警報器具の
貸与事業をおこ
なっています。
　高齢者が料理をする台所の天井等に取り
付けることで、火のかけっぱなしによる煙
を感知し、ブザーが鳴り、消し忘れを知ら
せるものです。 
　対象となるのは、65歳以上のひとり暮ら
しの高齢者や高齢者世帯の人などで、無償
で火災警報器具を貸与します。 
　また、火災警報器具を設置されている人
に対し、毎年、業者による定期点検および
電池の交換をおこなっています。 
　今年の定期点検および電池交換の日程は、
9月29日eを予定していますので、設置さ
れている人には、後日お知らせします。 
問い合わせ／長寿健康課 

タ
カ
ブ
シ
ギ 

（
チ
ド
リ
目
シ
ギ
科
） 

　
東
南
ア
ジ
ア
と
シ
ベ
リ
ア
を
行
き
来
す
る

旅
鳥
で
す
。
 

　
春
（
5
〜
6
月
）
と
秋
（
8
〜
10 
月
）
に
、

巨
椋
池
干
拓
田
の
水
溜
り
の
あ
る
休
耕
田
な

ど
で
、
体
を
上
下
に
動
か
し
な
が
ら
歩
き
回
っ

て
、
水
の
中
を
く
ち
ば
し
で
探
り
、
昆
虫
類
、

甲
殻
類
な
ど
を
取
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
 

　
大
き
さ
は
約
20
㌢
ぐ
ら
い
で
す
。
雌
雄
同

色
で
、
夏
羽
は
頭
か
ら
首
、
胸
は
汚
白
で
褐

色
の
縦
斑
が
あ
り
、
背
中
は
灰
褐
色
で
、
白

と
黒
の
斑
が
密
に
あ
り
ま
す
。
 

　
足
は
黄
色
か
黄
緑
色
で
、
冬
羽
は
全
体
に

少
し
褐
色
を
帯
び
て
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
弱
く

な
り
、
首
か
ら
胸
の
斑
も
不
明
瞭
に
な
り
ま

す
。
幼
鳥
で
は
、
体
の
上
面
の
斑
点
が
少
し

褐
色
や
黄
褐
色
を
帯
び
る
こ
と
が
よ
く
あ
り

ま
す
。
 

　
危
険
な
気
配
を
感
じ
る
と
「
ピ
ュ
イ
、
ピ
ュ

イ
」
と
泣
き
声
を
発
し
て
飛
び
立
ち
ま
す
。

そ
の
と
き
、
腰
が
白
く
、
足
が
尾
羽
の
先
よ

り
も
か
な
り
長
い
の
が
識
別
の
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
 

●
申
込
日
　
　
　
平
成
◯
年
◯
月
◯
日
 

●
販
売
店
 

●
商
品
及
び
金
額
 

●
担
当
者
名
 

右
記
日
付
の
申
込
書
は
撤
回
 

（
又
は
契
約
を
解
除
）
し
ま
す
。
 

な
お
既
払
額
の
◯
◯
円
を
返
金
し
、
 

商
品
を
引
き
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

　
　
　
　
平
成
◯
◯
年
◯
月
◯
日
 

　
　
　
　
住
所
 

　
　
　
　
氏
名
 

  

訪
問
販
売
・
電
話
勧
誘
販
売
・

特
定
継
続
的
役
務
提
供
（
エ
ス

テ
・
語
学
教
室
・
家
庭
教
師
等
）
 

業
務
提
供
誘
引
販
売
（
内
職
・

モ
ニ
タ
ー
商
法
）
・
連
鎖
販
売

取
引
（
マ
ル
チ
商
法
）
 

8日間 



図
書
館

図
書
館 

図
書
館 

今
月
の
テ
ー
マ
図
書
 

「
『
家
族
』
を
考
え
る
」
 

　
図
書
館
で
は
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
 

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

　
今
月
は
、
家
族
に
関
す
る
オ
ス
ス
メ
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。
 

ポ
プ
ラ
社
発
行
 

　
虐
待
、
い
じ
め
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
、
子
ど
も
を
と
り
巻
く
さ
ま
ざ

ま
な
危
険
か
ら
自
分
の
身
を
ま
も
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を
、

わ
か
り
や
す
く
紹
介
 

◆
オ
ス
ス
メ
本
 

「
お
年
よ
り
を
理
解
す
る
本（
全
5
巻
）」（
児
童
書
）
 

岩
崎
書
店
発
行
 

　
年
を
と
る
と
は
？
か
ら
、
お
年
よ
り
の
健
康
、
生
活
、
い
き
が
い
、

福
祉
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
身
近
な
問
題
に
つ
い
て
紹
介
 

「
シ
リ
ー
ズ
・
身
を
ま
も
る（
全
5
巻
）」（
児
童
書
）
 

杉
本
　
厚
夫
著
 

　
ひ
き
こ
も
り
、
暴
力
、
無
気
力
な
ど
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
問
題
の

本
質
お
よ
び
問
題
解
決
の
ヒ
ン
ト
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
 

「
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
し
な
い
」
 

【
問
い
合
わ
せ
】 

【
開
館
時
間
】 

 【
休
　
館
　
日
】 

14

食生活改善推進員協議会「久味の会」 

157キロカロリー／1人分 

1
0
7
7
4（
4
5
）0
0
0
3
 

火
〜
金
曜
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時
 

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
 

5
日
b
・
12 
日
b
・
20
日
c
・
26
日
b
・
 

30
日
f

　
図
書
館
で
は
、
障
害
の
あ
る
人
や
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人

な
ど
、
図
書
館
を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
人
に
対
し
、
図
書
を
自

宅
な
ど
へ
配
送
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
配
送
貸
出
の
対
象
と
な
る
人
や
利
用
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
、
図

書
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
図
書
配
送
サ
ー
ビ
ス
 

ト マ ト カ ッ プ  

■材料（4人分） 

作り方  
①　トマトは生のままへたのほうから
　2㌢位で切り、中をくりぬきカップ
　を作ります。 
②　ジャガイモはゆでて、適当な大き
　さに切ります。 
③　ツナ缶、コーン缶は汁気を切り、
　キュウリは薄切りにします。 

 
④　②と③をマヨネーズ、塩、こしょ
　うであえます。 
⑤　①のトマトカップに④を詰め、サ
　ラダ菜を添えます。 
※トマトの汁気をしっかり切ります。 
※カップはアボガド、ジャガイモ、玉
　ネギでもできます。 

★
極
点
飛
行
 

（
笹
本
　
稜
平
著
）
 

　
南
極
を
拠
点
に
活
動
す
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
・

桐
村
彬
が
巻
き
込
ま
れ
た
謀
略
。
再
び

極
地
の
空
に
飛
び
立
つ
こ
と
が
で
き
る

の
か
？
 

★
死
神
の
精
度
 （

伊
坂
　
幸
太
郎
著
）
 

　
音
楽
好
き
の
死
神
が
出
会
っ
た
六
つ

の
物
語
。
死
神
が
仕
事
を
す
る
時
は
い

つ
も
雨
・
・
・
。
 

★
こ
ん
に
ち
は
ア
グ
ネ
ス
先
生
 

（
カ
ー
ク
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ヒ
ル
作
）
 

　
ア
ラ
ス
カ
の
小
さ
な
村
に
新
し
い
先

生
が
や
っ
て
き
た
。
ひ
と
り
の
先
生
が

小
さ
な
学
校
に
送
り
こ
ん
だ
新
し
い
風
 

★
お
お
き
な
お
お
き
な
木
 

（
い
も
と
　
よ
う
こ
絵
）
 

　
大
き
な
木
の
大
き
な
穴
で
ひ
と
休
み

を
す
る
と
、
不
思
議
な
夢
を
見
る
の
で
す
。

み
ん
な
の
心
を
温
か
く
す
る
お
話
 

◆
新
着
図
書
の
紹
介
 

講
談
社
編
 

　
50
代
か
ら
60
代
以
降
の
世
代
に
向
け
、
い
き
が
い
、
健
康
、
お
金

な
ど
、
よ
り
豊
か
な
「
こ
れ
か
ら
」
を
迎
え
る
た
め
の
提
案
や
実
例

を
多
数
紹
介
 

「
定
年
学
」
 

トマト 
ジャガイモ 
ツナ缶 

・・・・・・・・・・・・・・・小8個 
・・・・・・・・・小1個 

・・・・・・・・・・・・・・・小1個 

コーン缶 
キュウリ 
サラダ菜 
 

・・・・・・・・・小1/2個 
・・・・・・・・・・・・1/4本 
・・・・・・・・・・・・1/2株 

 

マヨネーズ 
塩 
こしょう 
 

・・・・・・・小さじ4 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少量 

・・・・・・・・・・・・・・少量 



                
町
で
は
、
専
門
職
の
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
登

録
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

職
種
／
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、
保
健
師
、
看
護

師
、
図
書
館
司
書
な
ど
 

対
象
／
18 
歳
以
上
で
資
格
を
持
つ
人
 

勤
務
条
件
／
日
額
6
，
4
0
0
円
（
保
育
士
の
場

合
）、
交
通
費
は
別
途
支
給
 

※
勤
務
時
間
や
賃
金
は
、
職
種
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
市
販
の
履
歴
書
に
写

真
を
貼
付
し
、
資
格
証
の
写
し
を
添
付
の
う

え
、
希
望
の
職
種
を
記
入
し
て
総
務
課
へ
。
 

  
久
御
山
町
・
宇
治
市
・
城
陽
市
の
明
る
い
選
挙

推
進
協
議
会
と
京
都
府
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

「
府
政
を
見
る
会
」
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
9
月
27
日
c
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
4

時
　
 

内
容
／
京
都
文
化
博
物
館
（
中
京
区
）
の
見
学
と

京
都
府
議
会
の
傍
聴
（
昼
食
は
参
加
者
負
担
）
 

定
員
／
10 
人
（
先
着
順
）
　
 

申
し
込
み
／
9
月
16 
日
f
ま
で
に
町
選
挙
管
理
委

員
会
（
広
報
行
政
課
内
）
へ
。
電
話
可
 

  
町
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
「
久
味
の
会
」

は
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
料
理
教
室
を
開
き
ま

す
。
 

日
時
／
9
月
28
日
d
　
午
前
10 
時
〜
午
後
１
時
 

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー
 

対
象
／
町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人
 

定
員
／
25
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
3
0
0
円
（
材
料
費
）
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
9
月
16 
日
f
ま
で
に

長
寿
健
康
課
へ
。
電
話
可
 

  
荒
見
苑
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
開
き
ま
す
。
 

高
齢
者
向
け
の
教
室
で
初
心
者
が
対
象
で
す
。

未
経
験
の
人
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
9
月
27
日
c
・
30
日
f
・
10 
月
4
日
c
・

7
日
f
・
12 
日
d
・
14 
日
f
・
19 
日
d
・
21

日
f
（
8
回
コ
ー
ス
）
　
午
前
9
時
30
分
〜

11 
時
30
分
 

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
 

対
象
／
町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
年
賀
状
づ
く
り
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験
 

定
員
／
16 
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
１
，
0
0
0
円
 

申
し
込
み
／
同
苑
へ
。
電
話
可
 

  
図
書
館
で
は
、
夏
休
み
に
読
ん
だ
本
の
な
か
で

感
動
し
た
場
面
を
絵
に
描
く
「
お
話
の
は
が
き
絵
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

対
象
／
町
内
在
住
で
3
歳
以
上
の
幼
児
と
小
学
生
 

規
格
／
ハ
ガ
キ
ま
た
は
ハ
ガ
キ
大
の
画
用
紙
、
画

材
は
自
由
 

応
募
方
法
／
作
品
の
裏
面
に
、
読
ん
だ
本
の
題
名
、

住
所
、
氏
名
、
学
校
・
幼
稚
園
ま
た
は
保
育

所
名
、
学
年
を
ご
記
入
の
う
え
、
9
月
18 
日

a
ま
で
に
図
書
館
へ
。
 

作
品
展
／
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
10 
月
１
日

g
か
ら
11 
月
9
日
d
ま
で
図
書
館
内
に
展
示

し
ま
す
。
 

  
今
年
は
、
11 
月
5
日
g
〜
6
日
a
 

町
民
文
化
祭
は
、
中
央
公
民
館
を
メ
イ
ン
会
場

と
し
て
開
き
ま
す
。
 

文
化
祭
に
、
み
な
さ
ん
の
力
作
の
出
展
や
舞
台

演
出
、
出
店
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。
 

募
集
内
容
 

○
出
品
の
部
 

華
道
、
俳
画
、
陶
芸
、
絵
画
、
ち
ぎ
り
絵
、
絵
 

                   

手
紙
な
ど
 

○
出
演
の
部
 

舞
踊
、
コ
ー
ラ
ス
、
吹
奏
楽
、
軽
音
楽
、
大
正

琴
、
ダ
ン
ス
な
ど
 

○
出
店
の
部
 

飲
食
物
、
農
作
物
、
バ
ザ
ー
な
ど
 

※
文
化
祭
の
趣
旨
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
は
、
お
断

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

申
し
込
み
／
9
月
2
日
f
か
ら
16 
日
f
ま
で
の
間

に
、
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記

入
の
う
え
、
社
会
教
育
課
ま
た
は
中
央
公
民

館
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
　
出
品
の
部
・
出
店
の
部
は
、
品
名
、
大
き
さ
、

個
数
、
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
出
演
の
部
は
、
演
目
、
必
要
時

間
（
制
限
有
り
）、人
数
な
ど
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課
 

 
   

専
門
職
の
ア
ル
バ
イ
ト
登
録
 

す
こ
や
か
長
寿
食
教
室
 

府
政
を
見
る
会
 

あ
ら
み
え
ん
パ
ソ
コ
ン
教
室
 

第
３０
回
記
念
町
民
文
化
祭
 

お
話
の
は
が
き
絵
 

高齢者が住みよい久御山を考える 
ワークショップ参加者募集！ 

ち
ょ
う
ふ
 

　住民のみなさんと行政が対等な立場で問題点や課題
を議論し、知恵を出しあい、高齢期を豊かに、充実し
て生活することができるまちづくりについて考える「高
齢者が住みよい久御山のまちづくりを考えるワークシ
ョップ」を開きます。 
　参加者一人ひとりが自主的に参加するなかで、自由
に意見を交換しあい、共通の目的に向かって議論を積
み上げていきたいと考えていますので、多くのご参加
をお待ちしています。 
第１回　「将来の高齢者が暮らしやすいまち」のイメージ交換 
　　　　日時　９月２２日e　午後７時から 
第２回　問題点・課題発見 
　　　　日時　９月３０日f　午後７時から 
第３回　どうすれば高齢者が暮らしやすいまちができるのか 
　　　　日時　１０月１４日f　午後７時から 
第４回　グループ発表 
　　　　日時　１０月２１日f　午後７時から　 
※会場は、いずれも役場庁舎5階コンベンションホール 
対象／町内在住の人 
申し込み・問い合わせ／長寿健康課へ。電話可 
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生
後
3
か
月
か
ら
8
か
月
ぐ
ら
い
の
赤
ち
ゃ
ん

と
お
母
さ
ん
の
た
め
の
サ
ロ
ン
を
毎
月
第
3
木
曜

日
に
開
い
て
い
ま
す
。
 

一
緒
に
遊
び
を
楽
し
ん
だ
り
、
お
し
ゃ
べ
り
を

し
て
気
分
転
換
を
し
た
り
、
お
友
達
の
輪
を
広
げ

ま
し
ょ
う
。
 

日
時
／
9
月
15 
日
e
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
30
分
　
 

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
夢
く
む
ル
ー
ム
　
 

対
象
／
町
内
在
住
の
生
後
3
か
月
か
ら
8
か
月
ぐ

ら
い
の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
お
母
さ
ん
（
保
護

者
可
）
 

※
事
前
の
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
当
日
、
直

接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

  
京
都
府
身
体
障
害
更
生
相
談
所
で
は
、
視
覚
障

害
で
お
困
り
の
人
に
対
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
悩
み

や
相
談
ご
と
に
つ
い
て
、
お
話
を
聞
き
、
福
祉
制

度
の
利
用
や
社
会
参
加
な
ど
、
詳
し
く
相
談
に
応

じ
る
相
談
会
を
開
き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。
 

日
時
／
9
月
15 
日
e
　
午
前
10 
時
〜
午
後
3
時
30

分
 

場
所
／
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
「
は
ー
も
に

ぃ
」（
城
陽
市
枇
杷
庄
中
奥
田
49
の
１
）
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
9
月
12 
日
b
ま
で
に

社
会
福
祉
課
へ
。
電
話
可
 

  
難
聴
者
・
中
途
失
聴
者
や
関
係
者
を
対
象
に
、

聞
こ
え
に
く
い
た
め
に
生
じ
る
日
常
生
活
の
な
か

で
の
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
や
不
便
さ
を
出
し
合
い
、

要
約
筆
記
に
よ
る
情
報
保
障
を
通
じ
て
、
安
心
し

て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
を
提
供
す
る
た

め
開
か
れ
ま
す
。
 

日
時
／
9
月
25
日
a
　
午
前
10 
時
〜
午
後
１
時
 

場
所
／
京
田
辺
市
商
工
会
館
Ｃ
Ｉ
Ｋ
ビ
ル
3
階
　
 

　
　
（
京
田
辺
市
田
辺
久
芦
52
の
3
）
 

費
用
／
無
料
 

申
し
込
み
／
9
月
15 
日
e
ま
で
に
住
所
・
氏
名
・

連
絡
先
を
相
楽
郡
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

1
・
6
0
7
7
4
（
7
2
）
6
8
6
2
へ
。
 

  
保
健
事
業
（
予
防
接
種
・
乳
幼
児
健
診
）
の
実

施
日
の
送
迎
バ
ス
は
9
月
末
で
終
了
し
ま
す
。
 

10 
月
か
ら
は
「
の
っ
て
こ
バ
ス
」
な
ど
の
公
共

交
通
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

   
厚
生
労
働
省
の
指
導
で
、
日
本
脳
炎
の
予
防
接

種
は
現
在
、
見
合
わ
せ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち

有
効
性
が
低
い
と
評
価
さ
れ
る
第
3
期
（
14 
歳
以

上
15 
歳
以
下
）
の
予
防
接
種
は
、
7
月
29
日
に
廃

止
と
な
り
ま
し
た
。
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

  
献
血
は
、
16 
歳
か
ら
69
歳
ま
で
幅
広
い
層
に
わ

た
っ
て
で
き
る
、
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

献
血
に
は
、
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免

許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

積
極
的
な
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

海
外
か
ら
帰
国
さ
れ
た
人
は
、
滞
在
さ
れ
た
国

や
帰
国
後
の
期
間
等
に
よ
っ
て
、
献
血
が
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
、
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
会
を
あ
わ
せ

て
お
こ
な
い
ま
す
。
 

日
時
／
9
月
2
日
f
　
午
前
10 
時
〜
正
午
・
午
後

１
時
〜
3
時
30
分
 

場
所
／
中
央
公
民
館
前
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

  町
で
は
、
高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
元
気
で
暮
ら

せ
る
よ
う
に
、
音
楽
に
あ
わ
せ
た
体
操
な
ど
を
お

こ
な
う
教
室
を
開
き
ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま

せ
ん
。
み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
9
月
6
日
c
　
午
後
１
時
30
分
か
ら
 

場
所
／
東
佐
山
団
地
集
会
室
 

内
容
／
歌
・
体
操
・
健
康
相
談
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

  
い
き
い
き
ホ
ー
ル
で
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー

チ
と
１
対
１
の
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
を
開
き
ま
す
。
 

体
力
、
筋
肉
の
低
下
、
肩
こ
り
、
腰
痛
で
お
悩

み
の
人
、
安
全
で
正
し
い
ス
ト
レ
ッ
チ
で
心
身
共

に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

日
時
／
毎
週
水
・
金
・
土
曜
日
　
午
後
0
時
30
分

か
ら
と
午
後
0
時
40
分
か
ら
の
10 
分
間
 

対
象
／
町
内
在
住
で
40
歳
以
上
の
人
 

費
用
／
無
料
 

申
し
込
み
／
希
望
日
の
１
週
間
前
か
ら
予
約
で
き

ま
す
の
で
、
午
前
10 
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で

に
、
本
人
が
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

電
話
不
可
 

問
い
合
わ
せ
／
い
き
い
き
い
き
ホ
ー
ル
 

  
新
し
い
歴
史
に
向
か
っ
て
走
ろ
う
久
御
山
町
町

民
運
動
推
進
協
議
会
で
は
、
9
月
18 
日
a
か
ら
9

月
25
日
a
ま
で
の
間
、
町
内
の
環
境
美
化
運
動
の

一
つ
と
し
て
「
さ
わ
や
か
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ぺ
ー

ン
」
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

各
家
庭
を
は
じ
め
、
道
路
・
公
園
な
ど
の
町
内

全
域
の
環
境
美
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
 

  
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
高
齢
者
世
帯
の
人

を
対
象
に
交
流
会
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
9
月
29
日
e
　
午
前
10 
時
〜
午
後
2
時
45

分
 

内
容
／
午
前
　
①
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
午
後
　

②
会
食
・
交
流
会
 

場
所
／
①
町
中
央
公
園
　
②
役
場
庁
舎
5
階
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
 

対
象
／
町
内
在
住
の
高
齢
者
世
帯
と
ひ
と
り
暮
ら

し
の
高
齢
者
 

費
用
／
無
料
 

申
し
込
み
／
9
月
22
日
e
ま
 

　
　
で
に
地
域
の
民
生
児
童
 

　
　
委
員
へ
。
 

問
い
合
わ
せ
／
同
協
議
会
 

  
町
内
商
工
業
者
が
、
地
域
住
民
参
加
型
イ
ベ
ン

ト
・
循
環
型
社
会
の
実
践
を
体
験
し
、
地
域
商
工

業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
視
察
を
お
こ
な
い
ま

す
。
 

日
時
／
9
月
13 
日
c
　
午
前
7
時
出
発
 

場
所
／
愛
知
万
博
「
愛
・
地
球
博
」
 

対
象
者
／
町
内
の
事
業
者
 

費
用
／
3
，
0
0
0
円
 

定
員
／
40
人
（
先
着
順
）
 

申
し
込
み
／
9
月
6
日
c
ま
で
に
町
商
工
会
1
0
 

 
 
7
5
（
6
3
１
）
6
5
１
8
へ
。
 

 

 

み
る
く
　
サ
ロ
ン
 

視
覚
障
害
者
相
談
会
 

難
聴
者
・
中
途
失
聴
者
の
交
流
会
 

保
健
事
業
は
の
っ
て
こ
バ
ス
で
 

パ
ー
ト
ナ
ー
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
 

さ
わ
や
か
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ぺ
ー
ン
 

ひ
だ
ま
り
ク
ラ
ブ
 

日
本
脳
炎
予
防
接
種
の
 

一
部
廃
止
 

献
血
に
ご
協
力
を
 

高
齢
者
世
帯
交
流
会
 

経
営
活
性
化
視
察
研
修
会
 

16
教育委員会では、就学前のお子さんの保護者向けの教育啓発パンフレットを作成しました。 
学校教育課およびゆうホールで配布しています。 



  
毎
年
9
月
9
日
は
「
救
急
の
日
」
で
す
。
こ
の

日
を
含
む
１
週
間
を
「
救
急
医
療
週
間
」（
今
年
は

9
月
4
日
か
ら
10 
日
）
と
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
機
会
に
改
め
て
、
救
急
医
療
や
救
急
業
務

の
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。
 

ま
た
、
消
防
本
部
で
は
、「
救
急
医
療
週
間
」
に

伴
い
、
救
急
フ
ェ
ア
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

日
時
／
9
月
4
日
a
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午
 

場
所
／
ジ
ャ
ス
コ
久
御
山
店
 

内
容
／
救
急
啓
発
ビ
ラ
の
配
布
、
救
急
車
・
消
防

車
の
展
示
、
救
急
蘇
生
人
形
の
展
示
、
心
肺

蘇
生
法
等
の
説
明
お
よ
び
実
技
指
導
 

問
い
合
わ
せ
／
消
防
本
部
 

  
家
族
や
友
人
達
が
突
然
苦
し
み
だ
し
、
心
臓
や

呼
吸
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
、
救
急
車
が
来

る
ま
で
に
あ
な
た
な
ら
何
が
で
き
ま
す
か
？
 

す
ぐ
そ
ば
に
い
る
あ
な
た
が
適
切
な
応
急
手
当

が
で
き
た
な
ら
、
家
族
や
友
人
達
の
尊
い
命
を
救

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

消
防
本
部
で
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
に
正
し
い

応
急
手
当
を
習
得
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
普
通
救

命
講
習
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

日
時
／
9
月
24
日
g
　
午
前
9
時
〜
正
午
 

場
所
／
役
場
庁
舎
5
階
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
 

内
容
／
応
急
手
当
の
重
要
性
・
必
要
性
、
人
工
呼

吸
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
方
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使
用
方
法
、
止
血

法
等
 

定
員
／
30
名
 

申
し
込
み
／
電
話
で
、
消
防
 

　
　
本
部
警
防
課
へ
。
 

※
修
了
者
に
は
、
修
了
証
を
 

　
交
付
し
ま
す
。
 

  種
類
／
乙
種
第
4
類
の
講
習
 

日
時
／
10 
月
14 
日
f
　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30

分
 

場
所
／
宇
治
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
第
2
ホ
ー
ル

（
宇
治
市
宇
治
琵
琶
45
）
 

※
駐
車
場
は
、
あ
り
ま
せ
ん
。
 

費
用
／
会
員
お
よ
び
そ
の
従
業
員
4
，
0
0
0
円
、

会
員
外
6
，
0
0
0
円
 

申
し
込
み
／
町
消
防
本
部
に
備
え
付
け
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
10 
月
13 
日

e
ま
で
に
宇
治
市
危
険
物
安
全
協
会
（
〒

６１１
‐
００２１
宇
治
市
宇
治
下
居
13 
の
１
　
宇
治
市

保
健
・
消
防
セ
ン
タ
ー
宇
治
市
消
防
本
部
内
）

1
0
7
7
4
（
3
9
）
9
4
0
2
へ
。
 

問
い
合
わ
せ
／
消
防
本
部
 

  試
験
の
種
類
／
甲
種
・
乙
種
（
全
類
）・
丙
種
 

試
験
日
／
11 
月
6
日
a
 

場
所
／
関
西
文
理
学
院
（
京
都
市
北
区
鞍
馬
口
通

烏
丸
東
入
ル
）
 

願
書
受
付
／
町
消
防
本
部
に
備
え
付
け
の
願
書
に

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
9
月
14 
日
d

か
ら
9
月
16 
日
f
ま
で
に
7
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
京
都
府
支
部
（
〒
６０２
‐
８０４６
京
都
市

上
京
区
出
水
通
油
小
路
東
入
ル
京
都
府
庁
西

別
館
3
階
）
1
0
7
5
（
4
１
１
）
0
0
9
 

　
　
5
へ
。
 

問
い
合
わ
せ
／
消
防
本
部
 

  
町
民
文
化
祭
の
30
回
を
記
念
し
て
、
重
要
無
形

文
化
財
「
組
踊
」
の
特
別
鑑
賞
会
を
開
き
ま
す
。

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
10 
月
30
日
a
　
午
後
2
時
〜
4
時
 

場
所
／
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
 

費
用
／
無
料
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課
 

※
入
場
料
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に
入
場
整
理
券

を
配
布
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
広
報
く
み
や
ま

9
月
15 
日
号
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

    【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】
 

9
月
13 
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後
3
時
　
役
場
庁

舎
１
階
相
談
室
１
 

【
す
こ
や
か
養
育
相
談
】
 

9
月
15 
日
e
　
午
後
１
時
〜
4
時
　
佐
山
・
御
牧
・

宮
ノ
後
保
育
所
 

▽
電
話
相
談
 

毎
週
木
曜
日
　
午
前
11 
時
〜
午
後
4
時
 

佐
山
保
育
所
1
0
7
7
4
（
4
3
）
2
9
7
0
 

御
牧
保
育
所
1
0
7
5
（
6
3
１
）
2
4
7
5
 

宮
ノ
後
保
育
所
1
0
7
7
4
（
4
3
）
4
9
0
6
 

【
教
育
相
談
】
 

毎
週
火
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
午
前
10 
時

〜
午
後
5
時
　
ゆ
う
ホ
ー
ル
2
階
教
育
相
談
室
 

相
談
対
象
　
町
内
在
住
保
育
所
児
、
幼
稚
園
児
、

小
・
中
学
生
、
保
護
者
お
よ
び
教
育
に
関
心
の
あ

る
人
 

※
来
所
（
要
予
約
）
ま
た
は
電
話
相
談
 

1
0
7
7
4
（
4
6
）
5
6
4
0
 

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】
 

9
月
13 
日
c
・
27
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後
１
時
 

中
央
公
民
館
１
階
教
養
室
3
号
 

※
面
談
・
電
話
相
談
と
も
に
前
日
ま
で
に
社
会
教

育
課
に
申
し
込
み
が
必
要
（
定
員
に
満
た
な
い

場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
）
 

【
無
料
法
律
相
談
】
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）
 

9
月
15 
日
e
　
午
後
１
時
〜
3
時
30
分
　
地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー
　
定
員
8
人
（
先
着
順
）
 

※
申
し
込
み
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
。
 

【
心
配
ご
と
相
談
】
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）
 

9
月
8
日
e
・
22
日
e
　
午
後
１
時
〜
4
時
　
地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

▽
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
 

相
談
専
用
電
話
1
0
7
5
（
6
3
１
）
3
4
2
１
 

相
談
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

    【
連
絡
先
】
 

　
　
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

　
　
1
0
7
5
（
6
3
１
）
0
0
2
2
 

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】
 

　
　
▽
車
い
す
 

多
く
の
人
が
お
待
ち
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
 

 
 【

休
苑
日
】
土
曜
日
の
午
後
・
日
曜
日
・
祝
日
 

【
入
浴
日
時
】
 

　
　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
（
休
苑
日
除
く
）
 

　
　
午
後
１
時
〜
3
時
 

〈8月1日現在〉 

総人口 
男　性 
女　性 
世帯数 

1 7 , 1 7 7人　 
8 , 5 7 7人　 
8 , 6 0 0人　 
6 , 5 0 4世帯 

〈7月中の動き〉 

出　生 
死　亡 
転　入 
転　出 

1 0人　 
1 6人　 
6 0人　 
6 4人　 

救
急
フ
ェ
ア
 

危
険
物
取
扱
者
試
験
予
備
講
習
 

危
険
物
取
扱
者
試
験
 

「
組
踊
」
特
別
鑑
賞
会
 

普
通
救
命
講
習
 

（
前
月
比
／
減
１０
人
）
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          〈
申
し
込
み
と
費
用
〉
 

各
教
室
の
参
加
申
し
込
み
は
、
来
館
ま
た
は
電

話
で
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護
者
な
ど
が
お
こ
な

っ
て
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。
 

費
用
は
9
月
10 
日
g
（
10 
日
ま
で
の
教
室
に
つ

い
て
は
開
催
日
の
前
日
）
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル
窓

口
（
午
前
9
時
〜
午
後
8
時
）
へ
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。
費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は
無
料
で
す
。
 

  ▼
パ
ソ
コ
ン
入
門
 

日
時
／
9
月
14 
日
d
・
15 
日
e
・
21
日
d
・
22
日

e
（
4
回
コ
ー
ス
）
　
午
後
１
時
30
分
〜
3

時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
パ
ソ
コ
ン
を
始
め
よ
う
と
い
う
人
や
不
慣

れ
な
人
の
た
め
の
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
3
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
パ
ソ
コ
ン
自
習
教
室
 

日
時
／
9
月
9
日
f
　
午
前
9
時
〜
正
午
　
13 
日

c
・
30
日
f
　
午
後
5
時
〜
8
時
　
24
日
g

　
午
後
１
時
〜
4
時
 

対
象
／
今
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

を
受
講
し
た
人
 

内
容
／
教
室
の
パ
ソ
コ
ン
で
、
受
講
内
容
を
自
由

に
自
習
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
わ
か
ら
な
い

こ
と
は
、
指
導
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
 

定
員
／
各
16 
人
 

費
用
／
各
3
0
0
円
 

▼
使
い
こ
な
そ
う
ワ
ー
ド
 

日
時
／
9
月
17 
日
g
・
18 
日
a
・
19 
日
-
・
24
日

g
（
4
回
コ
ー
ス
）
　
午
前
9
時
30
分
〜
11 

時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
中
級
者
向
け
の
ワ
ー
ド
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
3
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
パ
ソ
コ
ン
じ
っ
く
り
型
 

日
時
／
9
月
9
日
f
〜
10 
月
28
日
f
ま
で
の
毎
週

金
曜
日
（
8
回
コ
ー
ス
）
　
午
後
１
時
30
分

〜
3
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
超
初
心
者
向
け
の
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
4
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

  日
時
／
9
月
14 
日
d
・
28
日
d
　
午
前
10 
時
〜
11 

時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳
以
上

の
人
 

内
容
／
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
あ
わ
せ
て
、
童
謡
な
ど

を
楽
し
く
歌
い
ま
す
。
 

定
員
／
各
60
人
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
当

日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

費
用
／
資
料
代
の
み
必
要
で
す
。
 

  日
時
／
9
月
10 
日
g
　
午
後
6
時
30
分
〜
7
時
30

分
　
24
日
g
　
午
後
8
時
〜
9
時
　
（
受
け

付
け
は
終
了
時
間
の
30
分
前
ま
で
）
 

対
象
／
星
空
に
興
味
の
あ
る
人
な
ら
、
だ
れ
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
小
学
生
以
下
の
人
は
、
保

護
者
同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

内
容
／
天
体
望
遠
鏡
で
星
空
の
観
察
を
し
ま
す
。
 

  日
時
／
9
月
14 
日
d
・
28
日
d
　
午
後
１
時
30
分

〜
4
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
自
然
・
紀
行
・
映
画
な
ど
の
ビ
デ
オ
を
鑑

賞
し
ま
す
。
今
回
は
「
世
界
遺
産
」
な
ど
で

す
。
 

定
員
／
各
25
人
 

  日
時
／
9
月
25
日
a
　
午
前
8
時
50
分
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
で
小
学
生
以
上
の
人
 

内
容
／
自
転
車
で
移
動
し
な
が
ら
、
巨
椋
池
干
拓

田
の
野
鳥
観
察
を
し
ま
す
。
 

定
員
／
20
人
 

  日
時
／
9
月
3
日
g
・
18 
日
a
・
24
日
g
　
午
前

9
時
30
分
〜
11 
時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
2
〜
6
年
生
 

内
容
／
漢
字
に
慣
れ
親
し
み
、
文
字
を
て
い
ね
い

に
書
く
こ
と
を
学
び
ま
す
。
 

定
員
／
各
20
人
 

  日
時
／
9
月
23
日
-
　
①
午
前
9
時
〜
正
午
　
②

午
後
１
時
30
分
〜
4
時
30
分
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
１
〜
3
年
生
 

内
容
／
う
ち
わ
と
ボ
ー
ル
紙
で
お
も
ち
ゃ
を
作
り

ま
す
。
 

定
員
／
各
10 
人
 

費
用
／
１
0
0
円
 

  日
時
／
9
月
10 
日
g
　
 
午
前
10 
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
4
〜
6
年
生
 

内
容
／
空
気
の
流
れ
の
実
験
を
し
ま
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
１
0
0
円
 

  日
時
／
9
月
11 
日
a
　
①
午
前
10 
時
〜
正
午
　
②

午
後
2
時
〜
4
時
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
１
〜
3
年
生
と
そ
の
保

護
者
 

内
容
／
空
気
の
流
れ
の
実
験
を
し
ま
す
。
 

定
員
／
各
8
組
 

費
用
／
１
0
0
円
 

  日
時
／
9
月
18 
日
a
　
午
前
9
時
30
分
〜
11 
時
30

分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
基
本
形
を
学
び
、
遊
び
心
も
加
え
て
個
性

豊
か
な
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
し
ま
す
。
 

定
員
／
16 
人
  

費
用
／
１
，
5
0
0
円
 

  日
時
／
9
月
24
日
g
・
10 
月
8
日
g
・
15 
日
g
（
3

回
コ
ー
ス
）
　
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
4
〜
6
年
生
で
必
ず
3

回
と
も
出
席
で
き
る
人
 

内
容
／
カ
ッ
プ
と
ソ
ー
サ
ー
（
お
皿
）
を
作
り
ま

す
。
 

定
員
／
12 
人
 

費
用
／
5
0
0
円
 

パ
ソ
コ
ン
教
室
 

童
謡
を
楽
し
む
会
 

週
末
の
星
空
観
察
会
 

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室
 

小
学
生
科
学
教
室
 

親
子
で
科
学
体
験
教
室
 

身
近
な
野
鳥
観
察
会
 

漢
字
の
達
人
教
室
 

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
 

高
学
年
陶
芸
教
室
 

基
礎
か
ら
の
工
作
教
室
 

申込は9月1日E

午前9時から 

【休館日】 
毎週月曜日 

（祝日の場合は、その翌日）  

10774（45）0002

18ゆうホールは、館内の機械整備・点検のため、１１月３０日Dは臨時休館します。ご了承ください。 



  日
時
／
9
月
15 
日
e
　
①
午
前
9
時
〜
正
午
　
②

午
後
2
時
〜
5
時
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
杉
板
で
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ボ
ッ
ク
ス
を
作
り
ま

す
。
 

定
員
／
各
8
人
 

費
用
／
4
0
0
円
 

  日
時
／
9
月
19 
日
-
　
午
前
9
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
4
〜
6
年
生
 

内
容
／
う
ち
わ
と
ボ
ー
ル
紙
で
お
も
ち
ゃ
を
作
り

ま
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
１
0
0
円
 

  日
時
／
9
月
9
日
f
・
16 
日
f
・
23
日
-
（
3
回

コ
ー
ス
）
　
午
前
10 
時
30
分
〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
び
、
み
ん
な
で
子
育

て
に
つ
い
て
お
話
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

定
員
／
18 
組
 

         日
時
／
①
9
月
11 
日
a
　
午
前
10 
時
か
ら
　
②
9

月
12 
日
b
　
午
後
7
時
か
ら
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
電
話
不
可
 

対
象
／
15 
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
は
不
可
）
 

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使
用
方

法
な
ど
を
学
び
、
機
器
を
利
用
す
る
た
め
に

必
要
な
講
習
会
で
す
。
 

定
員
／
各
15 
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
5
0
0
円
 

  日
時
／
9
月
13 
日
c
　
午
後
6
時
30
分
〜
8
時
30

分
　
9
月
29
日
e
　
午
前
10 
時
〜
正
午
 

対
象
／
機
器
使
用
講
習
会
を
受
講
し
た
人
 

内
容
／
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
正
し
い
機

器
使
用
方
法
な
ど
、
体
育
館
の
ス
タ
ッ
フ
が

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま

せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

  日
時
／
①
9
月
10 
日
g
　
②
24
日
g
　
午
前
9
時

〜
正
午
 

種
目
／
①
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
 

　
　
②
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
 

内
容
／
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
無
料
で
開
放
し
ま
す
。

申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
 

  日
時
／
9
月
24
日
か
ら
10 
月
29
日
ま
で
の
毎
週
土

曜
日
（
6
回
コ
ー
ス
）
　
午
後
１
時
30
分
〜

3
時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
4
〜
6
年
生
 

定
員
／
40
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
無
料
 

  日
時
／
9
月
24
日
か
ら
10 
月
29
日
ま
で
の
毎
週
土

曜
日
（
6
回
コ
ー
ス
）
　
午
後
3
時
30
分
〜

5
時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
4
〜
6
年
生
 

定
員
／
30
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
無
料
 

  日
時
／
9
月
30
日
か
ら
11 
月
4
日
ま
で
の
毎
週
金

曜
日
（
6
回
コ
ー
ス
）
　
午
後
１
時
30
分
〜

3
時
30
分
 

場
所
／
中
央
公
園
野
球
場
 

対
象
／
町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人
 

定
員
／
60
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
無
料
 

   日
時
／
10 
月
4
日
か
ら
11 
月
8
日
ま
で
の
毎
週
火

曜
日
（
6
回
コ
ー
ス
）
　
午
前
10 
時
〜
11 
時

30
分
 

場
所
／
中
央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
 

対
象
／
18 
歳
以
上
の
人
（
高
校
生
は
不
可
）
 

定
員
／
20
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
2
，
0
0
0
円
 

   日
時
／
10 
月
6
日
か
ら
10 
月
27
日
ま
で
の
毎
週
木

曜
日
（
4
回
コ
ー
ス
）
　
午
後
7
時
30
分
〜

9
時
 

対
象
／
15 
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
は
不
可
）
 

定
員
／
40
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
１
，
5
0
0
円
 

 

         日
時
／
9
月
26
日
b
　
午
後
2
時
〜
4
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
プ
ロ
か
ら
鯖
ず
し
の
作
り
方
の
コ
ツ
を
学

び
ま
す
。
 

講
師
／
稲
村
正
樹
さ
ん
 

定
員
／
20
人
 

費
用
／
2
，
0
0
0
円
 

   日
時
／
9
月
30
日
f
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30

分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
生
花
の
ア
ジ
サ
イ
を
使
っ
て
、
花
か
ご
の

壁
掛
け
を
作
り
ま
す
。
 

講
師
／
小
笠
原
薫
さ
ん
 

定
員
／
20
人
 

費
用
／
3
，
0
0
0
円
 

  日
時
／
10 
月
4
日
c
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
季
節
の
食
材
を
用
い
て
、
健
康
食
を
学
び

ま
す
。
 

講
師
／
木
下
穂
支
子
さ
ん
 

定
員
／
20
人
 

費
用
／
8
0
0
円
 

秋
の
健
康
食
教
室
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
相
談
日
 

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
 

小
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
使
用
講
習
会
 

小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
教
室
 

鯖
ず
し
教
室
 

申込は9月1日E

午前9時から 

【休館日】 
毎週水曜日 

10774（44）3700

申込は9月1日E

午前9時から 

【休館日】 
毎週水曜日 

1075（631）1000

大
人
木
工
教
室
 

小
学
生
工
作
教
室
 

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
「
ほ
ほ
え
み
」
 

初
級
硬
式
テ
ニ
ス
教
室
 

　
　
　
　
　
　
　
（
午
前
の
部
）
 

ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
フ
ラ
ワ
ー
＆
 

ガ
ー
デ
ン
教
室
 

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
 

　
　
　
　
　
　
　
（
夜
間
の
部
）
 

さ
ば
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総合体育館は、定期清掃のため９月２７日Cは臨時休館します。ご了承ください。
町民プール前テニスコートは、９月１０日Gから利用できます。 



保健予防のコーナー 

20

10か月児健診（8月10日）で 
見つけたかわいい笑顔です。 

写真を差しあげます。 

広報行政課へお越しくだ 

さい。 

町公共機関電話番号 
■役場（代表） 
　1 075（631）6111/0774（45）0001 
　6 075（632）1899 
■各課（直通） 
　総　務　課　631－9991/45－3922 
　企画財政課　631－9992/45－3924 
　広報行政課　631－9993/45－3926 
　税　務　課　631－9926/45－3908 
　社会福祉課　631－9902/45－3902 
　長寿健康課　631－9903/45－3904 
　住　民　課　631－9904/45－3905 
　国保医療課　631－9913/45－3906

環境保全課　631－9917/45－3907 
監　理　課　631－9952/45－3910 
道路河川課　631－9961/45－3912 
産　業　課　631－9964/45－3914 
都市計画課　631－9966/45－3915 
学校教育課　631－9974/45－3917 
社会教育課　631－9980/45－3918 
水　道　課　631－9987/45－3919 
下 水 道 課　631－9990/45－3920 
議会事務局　631－9996/45－0105 
会　計　課　631－9932/45－3909

1消 防 本 部 
1ふれあい交流館ゆうホール 
 
1図　書　館 
1中央公民館 
1総合体育館 
1町体育協会 
1健康センターいきいきホール 
 
1老人福祉センター荒見苑 
 
1地域福祉センター 
　（町社会福祉協議会） 
1シルバー人材センター 

631－1515 
 

45－0002 
45－0003 
631－1000 
44－3700 
44－2205 

 
41－3466 

 
44－3405 

 
 

41－1881

6632－5382 
 

646－5610 
646－5690 
6632－0031 
644－2203 
644－2203 

 
644－1199 

 
644－7801 
631－0022 

6632－3001 
643－4546

4 0歳以上の人 

おおむね40歳  
以上の人・妊婦 

8日E
※ 

健　　診　　名 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

健 康 相 談  

27日C成 人 歯 科 健 診  歯科医師による健康診査、歯
科衛生士による歯みがき指導 

保健師による健康相談 
栄養士による栄養相談 

会場は、すべて保健センター（※はいきいきホール）です。予防接種・健診には母子健康手帳を必ずご持参くださ
い。 
予防接種・乳幼児健診の実施日に送迎バスを運行しますので、ご利用ください。なお、送迎バスの運行は、9月で
終了します。10月からは、「のってこバス」など公共交通をご利用ください。 
問い合わせ／長寿健康課保健予防係 

～正午 
午前10時 

～１時3０分 
午後１時 

～１時55分 
午後１時40分 

Ｂ Ｃ Ｇ 予 防 接 種  13日C

予 防 接 種 名  日（曜） 受付時間 対 　 象 ・ 接 　 種 　 方 　 法  

※三種混合（ジフテリア・百日せき・破傷風）・風しん（三日はしか）・麻しん（はしか）は、個別接種となっています。
　年間を通じて、予防接種協力医療機関で接種できますので、医師と相談のうえ、受けてください。 
※予防接種を受けられるときは、「予防接種手帳」の冊子をよく読んで、母子健康手帳を必ずご持参ください。 

・6か月未満の乳児（3～4か月児健診対象者は健診
　時に接種） 
・今年度から、ツベルクリン反応検査はおこなっ
　ていません。 

健 　 診 ・ 相 　 談  

予　防　接　種 

健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

乳 幼 児 相 談  

22日E

10 か 月 児 健 診  

13日C3 ～ 4 か 月 児 健 診  

乳 　 幼 　 児  

14日D

ことば・しつけ・栄養などの相談 

医師による健康診査、ＢＣＧ予防接種、離
乳・保育・栄養などの指導、ブックスタート 

～11時 
午前9時30分 

～2時 
午後１時20分 

～１時15分 
午後１時 

～１時50分 
午後１時20分 医師による健康診査 

離乳・保育・栄養などの指導 

個人通知が届いた人 

平成16年11月生まれ 

母　子　保　健 

離 乳 食 教 室  

2日F

9日F1 歳 8 か 月 児 健 診  
～2時 

午後１時20分 
平成15年12月生まれ 

医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 16日F3 歳 児 健 診  平成14年2月生まれ 

～2時 
午後１時20分 

27日C2歳6か月児歯科健診 
～１時40分 

午後１時20分 歯科医師による健康診査および予
防指導、身体的・精神的な発達指導 

平成15年2月生まれ 

離乳食の指導、作り方の実習と
試食 

満3か月～10か月児
の保護者 

医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 
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燃やすごみ 

環境保全のコーナー 

し　　尿 

燃やさないごみ リサイクルごみ 
佐古・新開地・津田電線社宅・

佐山・籾池・双栗・市田・鈴 

間・田井・荒見・下津屋・下津

屋サンハイツ・島田・東島田・

森・坊之池・野村・村東 

佐古・新開地・津田電線社宅・

佐山・籾池・双栗・松陽台・サ

ンタウン佐山・佐山サンハイツ 

市田・鈴間・栄１・２丁目・栄

３・４丁目・清水・林・西武西

林・ミサワ林・ハイツ西宇治 

田井・荒見・下津屋・下津屋サ

ンハイツ・下津屋団地・大橋 

辺・北川顔・藤和田・近協パレ

ス・島田・東島田 

坊之池・森・野村・村東・中 

島・西一口・東一口・相島 

松陽台・サンタウン佐山・佐山

サンハイツ・栄１・２丁目・栄 

３・４丁目・ハイツ西宇治・清

水・林・西武西林・ミサワ林・

大橋辺・北川顔・藤和田・近協

パレス・中島・西一口・東一 

口・相島・下津屋団地・東佐山

団地 

藤和田・島田・東島田・東一口（国道１号以東）・

森（国道１号以東）・野村・村東・佐山・新開地・

佐古・清水・林・市田・田井・荒見・下津屋 

久御山団地（公団） 

東佐山団地・久御山団地（公団） 

北川顔（府道以東）・坊之池・森（国道１号以西） 

西一口・東一口（国道１号以西）・中島・相島 

月・木 

火・水・金 

月 

火・金 

7日 
30日 

8日 
10月3日 

13日 
10月6日 

火 

水 

木 

金 

缶 類  

ペットボトル 

紙 パ ッ ク 

び ん 類  

発泡食品トレー 

発泡スチロール 

7日 
（第１水曜日） 
21日 

（第３水曜日） 

14日 
（第２水曜日） 
28日 

（第４水曜日） 

大橋辺・北川顔（府道以西） 

くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はそ

の翌日）に、城南衛生管理組合1075（631）5171へ連絡してください。 

9月のごみ・し尿収集日 

※簡単な水洗いをして、中身
　の見える袋に入れて出して
　ください。 
※びん・ペットボトルは、必ず
　ふたをはずしてください。 

ラクラク節約・快適エコライフ　Vol.4
 
 
　電気を使い続ける大型家電だから 
　選び方と使い方が省エネのカギに 
　どこの家庭でも電源を切
ることなく使い続けている
冷蔵庫。今は400㍑以上の
大型タイプが主流になって
いますが、そのなかで一番
省エネに優れている冷蔵庫
の消費電力量は、省エネ基準達成率100㌫の製品と比
べて1／3と、その差はかなり大きくなっています。特
に冷蔵庫は、家庭の消費電力量の約2割を占める大型家
電ですので、購入するときは省エネ性を重視したいも
のです。 

　高性能の断熱材や高効率コンプレッサーで、大幅な
省エネを実現したノンフロン冷蔵庫が急速に普及し、
小型冷蔵庫よりも、350㍑以上のほうが消費電力量の
少ない場合が多いようです。 
 
　選ぶときのポイント 
インバーター搭載　冷蔵庫内に冷気を作る心臓部のコ
　　ンプレッサーを、インバーター搭載で高効率にす
　　ると大幅な省エネを実現できます。 
断熱材　周囲の熱を庫内に伝えず、温度を保つ働きを
　　する断熱材。今は高性能の真空断熱材で、断熱性
　　能が格段にアップしています。 
消費電力量　省エネラベルに「○○○kwh／年」と記
　　載されているのが年間消費電力量です。この数値
　　が低いものほど省エネ性が高くなります。 

冷蔵庫 



第39回 高野山参詣の旅（2） 

久
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学
文
路
か
ら
女
人
堂
へ
 

  　
紀
見
峠
か
ら
紀
ノ
川
沿
い
の
学
文
路

（
現
和
歌
山
県
橋
本
市
）
を
経
て
、
不

動
坂
口
を
目
指
す
高
野
街
道
は
、
「
京
・

大
坂
道
」
と
も
い
わ
れ
、
北
面
か
ら
高

野
山
に
入
る
た
め
の
最
短
距
離
の
道
で

あ
っ
た
。
学
文
路
か
ら
山
中
に
入
る
こ

の
道
は
、
江
戸
時
代
に
に
ぎ
わ
っ
た
学

文
路
、
河
根
、
神
谷
の
宿
場
町
が
あ
り
、

行
程
の
終
わ
り
は
極
楽
橋
か
ら
不
動
坂

を
登
っ
て
不
動
坂
口
の
女
人
堂
へ
と
続

い
て
い
る
。
 

　
学
文
路
口
に
は
、
宝
暦
八
年
（
一
七

五
八
）
に
建
て
ら
れ
た
「
右
ハ
慈
尊
院

み
ち
是
よ
り
一
里
、
左
ハ
高
野
み
ち
女

人
堂
迄
三
里
」
の
道
標
が
あ
る
。
道
標

に
従
っ
て
左
手
の
道
を
行
く
と
、
繁
野

（
現
和
歌
山
県
伊
都
郡
九
度
山
町
）
か

ら
河
根
峠
を
越
え
、
丹
生
川
沿
い
に
あ

る
盆
地
状
の
河
根
（
現
九
度
山
町
）
に

着
く
。
 

　
河
根
は
、
古
く
か
ら
高
野
参
詣
の
人
々

で
に
ぎ
わ
い
、
文
明
十
一
年
（
一
四
七

九
）
の
「
親
長
卿
記
」
に
、
兼
（
河
根
）

の
名
が
み
え
、
宿
場
町
と
し
て
の
機
能

を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
面
影
は
、
旧
街

道
に
残
る
か
つ
て
の
本
陣
「
中
屋
」
の

表
門
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

　
河
根
を
過
ぎ
、
丹
生
川
に
架
か
る
千

石
橋
は
、
寛
永
十
一
年
（
一
六
三
四
）

に
徳
川
幕
府
が
架
橋
し
た
も
の
で
あ
る
。

橋
名
は
、
修
理
費
と
し
て
千
石
が
支
給

さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
名
が
付

い
た
と
い
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
現
在
の

千
石
橋
は
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

橋
を
渡
る
と
急
な
登
坂
道
が
続
き
、
作

水
・
尾
細
・
桜
茶
屋
（
現
伊
都
郡
高
野

町
）
な
ど
に
は
、
登
坂
の
疲
れ
を
癒
す

数
多
く
の
茶
店
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
急

坂
を
登
り
つ
め
る
と
、
山
坂
道
は
消
え
、

平
坦
地
に
な
っ
た
所
に
神
谷
宿
（
現
高

野
町
）
が
あ
る
。
 

　
野
村
の
繁
栄
講
の
一
行
も
、
三
日
市

か
ら
の
里
程
や
、
急
坂
の
多
い
行
程
か

ら
考
え
て
、
お
そ
ら
く
こ
の
神
谷
宿
に

泊
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み

に
、
こ
の
道
中
記
が
書
か
れ
て
か
ら
五

五
年
後
の
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
、

東
一
口
村
の
九
人
が
西
国
三
十
三
所
巡

拝
の
途
中
、
高
野
山
に
参
詣
す
る
た
め
、

高
野
街
道
を
通
っ
て
、
こ
の
地
の
大
黒

屋
に
泊
ま
っ
て
い
る
。
 

　
神
谷
は
今
も
古
い
民
家
が
軒
を
並
べ

て
い
る
が
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
、

南
海
電
車
高
野
線
が
不
動
坂
手
前
の
極

楽
橋
ま
で
開
通
す
る
と
、
宿
場
と
し
て

の
機
能
を
失
い
、
か
つ
て
「
日
が
昇
る

と
銭
が
湧
く
」
と
ま
で
い
わ
れ
た
最
盛

期
の
面
影
は
消
え
て
し
ま
っ
た
。
 

　
神
谷
宿
を
出
て
街
道
を
し
ば
ら
く
歩

く
と
極
楽
橋
に
至
る
。
橋
を
渡
り
不
動

坂
の
急
坂
を
登
る
と
、
清
不
動
堂
が
あ

る
。
高
野
山
に
近
づ
き
、
最
初
に
出
会

う
不
動
尊
で
あ
る
。
こ
の
不
動
堂
の
参

詣
を
終
え
、
不
動
坂
口
に
着
く
と
、
女

人
堂
前
に
出
る
。
 

　
こ
の
不
動
坂
口
の
女
人
堂
は
、
現
存

す
る
唯
一
の
建
物
で
、
『
紀
伊
国
名
所

図
会
』
に
は
「
七
口
各
堂
あ
り
と
い
へ

ど
も
、
此
堂
最
大
な
り
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
 

　
か
つ
て
は
高
野
山
入
口
の
七
か
所
（
七

口
）
に
女
人
堂
（
籠
堂
）
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
入
口
で
女
性
の
入
山
を
厳
し

く
取
り
締
ま
っ
た
。
や
が
て
明
治
五
年

（
一
八
七
二
）
女
人
禁
制
が
解
か
れ
、

現
在
残
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
不
動
坂

口
の
女
人
堂
だ
け
で
、
龍
神
口
・
相
ノ

浦
口
・
大
滝
口
・
大
峰
口
・
黒
河
口
に

女
人
堂
の
跡
地
が
残
っ
て
い
る
。
 

　
女
人
堂
か
ら
山
内
に
入
れ
な
い
女
性

は
「
女
人
道
」
と
呼
ぶ
峠
を
伝
い
な
が

ら
、
女
人
堂
と
奥
の
院
を
結
ぶ
四
里
（
約

一
六
キ
ロ
）
の
道
を
一
周
し
て
下
山
し

た
。
一
日
で
下
山
で
き
な
い
時
は
堂
内

で
の
宿
泊
が
許
さ
れ
、
宿
坊
か
ら
食
事

も
運
ば
れ
た
と
い
う
。
 

　
そ
れ
に
し
て
も
、
女
人
堂
か
ら
山
内

の
伽
藍
ま
で
、
わ
ず
か
の
距
離
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
入
山
で
き
な
い
女

性
に
と
っ
て
は
随
分
遠
い
も
の
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
。
不
動
口
の
女
人
堂
の
坂
道

を
下
る
と
右
側
に
金
輪
塔
が
見
え
、
そ

こ
か
ら
少
し
行
く
と
不
動
明
王
を
祀
る

南
院
に
着
く
。
弘
法
大
師
空
海
が
唐
か

ら
船
で
帰
国
す
る
時
、
師
の
恵
果
（
七

四
六
〜
八
○
五
）
か
ら
授
か
っ
た
霊
木

で
海
上
の
風
の
難
を
避
け
る
た
め
に
三

尺
（
約
九
○
セ
ン
チ
）
の
不
動
明
王
像

（
重
文
）
を
刻
ん
だ
。
風
を
静
め
る
と

い
う
伝
え
か
ら
「
波
切
不
動
」
と
呼
ば

れ
、
海
上
安
全
の
守
り
本
尊
と
し
て
信

仰
さ
れ
て
い
る
。
 

　
南
院
の
参
詣
を
終
え
た
野
村
繁
栄
講

の
一
行
は
、
高
野
山
真
言
宗
総
本
山
金

剛
峯
寺
の
大
門
（
総
門
）
を
く
ぐ
り
、

霊
気
漂
う
山
内
に
足
を
踏
み
入
れ
た
。
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弘法大師空海像 

　▲不動坂口の女人堂 


